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行政常任委員会 

 

令 和 ４ 年 ９ 月 １ ６ 日 （ 金 ）               

午 前 ９ 時 ５ ７ 分 開  会               

 

○村田委員長  おはようございます。 

 ただいまから行政常任委員会を開催いたします。 

 昨日は補正予算の審査をお願いしておりましたけれども、本日は、議案第５１号、

議案第５２号、議案第５３号、議案第５４号、議案第５５号、この５議案について

の審査に入っていただきます。 

 本日から決算委員会ということでありますので、よろしくお願いをいたしたいと

思います。 

 なお、本日は、内山委員が所用のため欠席でありますので報告を申し上げたいと

思います。 

 それでは、まず、市長から御挨拶……。 

 よろしいか。 

 それでは、早速審査に入ってまいりたいと思います。 

 まず、監査事務局からお願いをいたしたいと思います。 

○民部監査委員事務局代表監査  おはようございます。代表監査委員の民部でご

ざいます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、着席のまま失礼いたします。 

 地方自治法第２３３条第２項並びに地方公営企業法第３０条２項の規定により、

尾鷲市長から審査に付された令和３年度各会計決算について審査を行った結果、別

冊の審査意見書のとおり取りまとめましたので、その概要について御説明申し上げ

ます。 

 それでは、お手元の令和３年度尾鷲市一般会計各特別会計歳入歳出決算審査意見

書１ページを御覧ください。通知いたします。 

 １、審査の対象は、令和３年度一般会計歳入歳出決算並びに２本の特別会計歳入

歳出決算及び附属書類となります。 

 ４、審査の結果といたしましては、審査に付された各会計歳入歳出決算書及び附

属書類は、いずれも関係法令に準拠して作成されており、その計数は関係諸帳簿と

照合した結果、正確であると認められました。 
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 次ページ以降、一般会計については２ページから５７ページに、特別会計につい

ては６０ページから７３ページに、それぞれの歳入歳出決算額を款別に前年度と比

較し整理いたしました。 

 また、７４ページに実質収支に関する調書、７５ページから７７ページに財産に

関する調書を整理いたしました。 

 ７８ページのむすびを御覧ください。 

 まずは、一般会計であります。本年度の一般会計に係る予算の執行、財産の管理

など財務に関する事務の執行については、おおむね適正に処理されているものと認

めます。 

 本市を取り巻く経済情勢は人口減少、令和４年３月３１日現在１万６,６０３人

や、少子高齢化等の影響により長期にわたり活力が低下してきており、本市の財政

運営においては、主な自主財源である市税収入が引き続き減少傾向にあるなどから、

厳しい状況が続くものと考えられます。 

 また、新型コロナウイルス感染症の蔓延や中部電力三田火力発電所の廃止、熊野

尾鷲道路の南北インター間の開通など、大きな社会環境の変化への対応に迫られて

おります。 

 このような中、市では、令和４年度から１０年間の町の将来像を「住みたいまち 

住み続けたいまち おわせ」と定め、第７次総合計画に基づき、人口減少、少子高

齢化をはじめ、社会環境の変化に対応した施策について、計画的かつ積極的な取組

を開始されております。 

 初めの６ページの一般会計決算状況の表を御覧ください。 

 なお、表上の表記は円単位ですが、以降、全て万単位の単位未満切捨てで御説明

させていただきますので、御了解ください。 

 一般会計の決算額は、歳入が１１７億５,９３５万円で、歳出が１１４億１,６６

２万円となり、歳入歳出差引額は３億４,２７３万円となっており、翌年度へ繰越

しすべき財源３６１万円を差し引いた実質収支額は３億３,９１２万円の黒字とな

っております。 

 次に、１６ページを御覧ください。 

 歳入の１６.８％を占める市税の収入済額は１９億７,５６３万円で、前年度と比

較すると２,１１３万円、１.０％減少しております。 

 それでは、むすびの８０ページを御覧ください。 

 今後の財政運営について考察すると、歳入面では、少子高齢化や人口減少、大規
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模事業者の撤退などにより主な自主財源である市税収入の減少が続いている一方で、

ふるさと納税の好調な寄附や依存財源である地方交付税の増額等も見られましたが、

引き続き財政状況は厳しく、中長期的な財政の動向も十分鑑みながら、適切かつ効

果的な財政運営が肝要であると推察されます。 

 一方、歳出面では、老朽化した各公共施設の整備事業、地場産業の振興や防災・

減災対策の推進、子育て支援や保健福祉、少子高齢化対策等を進めており、加えて、

東紀州５市町による広域ごみ処理施設の整備及び中部電力三田火力発電所跡地の利

活用など大型の設備投資が見込まれていることから、引き続き財政需要は増加する

ものと予想されます。 

 このような現状を踏まえ、人口減少の急速な進行が予想される中で次世代の市民

にとって過剰な設備投資にならないよう御留意されるとともに、より一層の財政健

全化に取り組まれたい。 

 また、本市を取り巻く社会経済環境の変化に対応し、第７次尾鷲市総合計画に基

づく振興施策について中長期的な視点で取り組まれることを望むものであります。 

 次に、特別会計に移らせていただきます。 

 ６０ページを御覧ください。 

 国民健康保険事業特別会計の歳入決算額は２３億２５９万円、歳出決算額が２２

億８,６０７万円で、歳入歳出差引額は１,６５１万円の黒字となっております。 

 後期高齢者医療事業特別会計の歳入決算額は６億７,６８４万円、歳出決算額は

６億７,１１５万円で、歳入歳出差引額は５６９万円の黒字となっております。 

 ８１ページを御覧ください。 

 特別会計に係る意見といたしましては、令和３年度の予算の執行、財産の管理な

ど、財務に関する事務の執行についてもおおむね適正に処理されているものと認め

ます。 

 国民健康保険事業及び後期高齢者医療事業については、高齢化率の上昇に伴い、

今後、厳しい事業運営が続くものと予想されますが、医療費の抑制や財源の確保な

ど、事業の持つ課題に対する取組について、引き続き強化を図られることを望むも

のであります。 

 最後に、８６ページから９１ページまでの令和３年度尾鷲市基金運用状況につき

ましては、いずれの基金においても適正に運用されているものと認めます。それぞ

れ基金運用につきましては、引き続き安全かつ確実な方法を取られるとともに、よ

り慎重な取扱いを行っていただくよう希望いたします。 
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 続きまして、公営企業会計決算について御説明申し上げます。 

 お手元の令和３年度尾鷲市公営企業会計決算審査意見書１ページを御覧ください。 

 １、審査の対象は、令和３年度尾鷲市水道事業会計決算、病院事業会計決算です。 

 ４、審査の結果は、決算書類は関係法令に準拠して作成されており、計算計数は

いずれも正確であると認めます。 

 経営状況、財政状況については、次の会計別に述べるとおりであります。 

 まず、水道事業についてでありますが、４ページから４０ページまで、業務実績、

予算の執行状況、経営成績、経営分析、財政状況、財政分析、キャッシュ・フロー

の状況を整理しております。令和３年度の水道事業に係る予算の執行、財産の管理

など財務に関する事務の執行は、おおむね適正に処理されているものと認めます。 

 ４ページを御覧ください。 

 業務実績についてでありますが、下段の表のとおり、給水戸数は９,０６７戸、

給水人口は１万６,５９３人で、前年度に比べ給水戸数では１２１戸、給水人口で

は４４８人減少しております。 

 次に、１３ページを御覧ください。 

 経営成績において、収益的収支を見ると、総収益は４億７,５２４万円、総費用

は４億５,０１０万円となり、２,５１４万円の純利益となっております。 

 ３４ページの水道事業会計、むすび２を御覧ください。 

 当年度の決算においては総収益は４億７,５２４万円であり、前年度に比べ７６

４万円、１.５％の減少となっております。これは、主に、給水収益は２,９７４万

円、７.２％増加しているものの、前年度は新型コロナウイルス感染症対策におけ

る水道料金の減免があったことから、本年度の給水収益は実質的には人口減少や大

口事業企業分の減少等により低下していることなどによるものであり、一方、総費

用は、営業費用が２８１万円、０.６％、企業債の支払利息等の営業外費用が４４

２万円、９.７％の減少となっており、これらにより純利益は前年度と比べ３４万

円減の２,５１４万円の計上となっております。 

 本市においては人口減少等に伴う給水戸数の減少が続いており、現状のままでは

料金収入の大幅な増加が難しい状況が想定され、一方、老朽化に伴う施設の維持管

理や更新、改良などに多額の設備投資が必要となることが見込まれることから、近

い将来、経営状況が厳しくなることも十分に予想されます。これらを踏まえ、今後、

有収率向上策の推進や徹底したコスト削減等に取り組まれるとともに、計画的かつ

適正な料金改定の検討を含め、一層効率的かつ効果的な事業経営と安全で安定的な
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水の供給に努めたいと考えております。 

 次に、病院事業会計ですが、４４ページから８３ページまで、業務実績等を整理

しております。令和３年度における尾鷲市病院事業会計に係る予算執行、財産の管

理など、財務に関する事務の執行はおおむね適正に処理されているものと認めます。 

 ４４ページを御覧ください。 

 業務実績において、前年度より入院患者数は４,７５４人減少し、外来患者数は

５８２人増加しており、病床利用率は５０.８％で、前年度と比べ５.１ポイント低

下しております。 

 ５４ページを御覧ください。 

 経営成績において収益的収支を見ると、総収益は５１億３８４万円、総費用は４

０億１,８２１万円となり、１０億８,５６２万円の純利益となっております。 

 ７６ページのむすびの１及び２を御覧ください。 

 当年度末の医師数は、前年度末より１名増加の１２名であり、看護師数について

は３名減の１４２名でありますが、三重大学病院や伊勢赤十字病院及び紀北医師会

等の協力により、３６５日２４時間の救急医療体制を維持しており、また、東紀州

地域の二次救急医療施設であるとともに、僻地医療拠点病院、災害拠点病院であり、

東紀州唯一の三重県がん診療連携病院としての役割を担うなど、東紀州地域の中核

病院として地域医療を担っております。加えて、新型コロナウイルス感染症に対応

するため、感染の疑いのある患者の検査や感染症患者の入院治療を行うなど、地域

における感染拡大防止に努めております。 

 このような多様な役割を担う重要な施設でありますが、とりわけ近年、医師や看

護師等の人員確保に苦慮しており、喫緊の課題となっております。 

 また、現状、医師数が少ない中で、医師１人当たりの入院患者数１０.８人及び

外来患者数２９.５人の数値も全国平均と比べ高い中、少人数で懸命に医療に当た

られており、今後、引き続き関係機関との連携を図りながら適切な医師数等の確保

にこれまで以上努められるとともに、医療提供体制の維持と安全で質の高い医療サ

ービスの向上を図られたいと希望します。 

 本年度の決算における医業収益については３１億８,９９８万円で、コロナ禍の

影響により前年度より１億４,４０５万円、３.１％減少しており、医業費用につい

ては３７億８,７７２万円で、前年度より４,０８５万円、１.０％増加したことで、

医業収支は５億９,７７３万円のマイナスとなっており、医業収益で医業費用を賄

えない状況となっております。 
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 過疎、高齢化に伴う医療圏人口の減少や、新型コロナウイルス感染症の影響もあ

り、医業収益が減少している。 

 また、一方で、新型コロナウイルス感染症への対応として国等からの補助金が大

幅に増加したことにより資金面では大きく改善しておりますが、今後、新型コロナ

ウイルス感染症対策対応の補助金の削減が想定される中で現状の医業収支を鑑みる

と、厳しい資金繰りが推測されます。 

 このような状況の中、今後とも事業実績や尾鷲総合病院新改革プラン推進等を十

分精査、検証するとともに、新たな整備したリニアック等の高額医療機器の利活用

促進を図りながら、効果的かつ効率的な病院経営を進めるなど、継続して経営改革

に取り組まれることを望みます。 

 以上が病院事業会計決算に対する意見でございます。 

 以上、一般会計、特別会計、それから、公営企業会計についての決算審査意見書

の概要について御説明申し上げました。審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

 なお、最後に、令和３年度尾鷲市財政健全化及び経営健全化審査意見書について

でありますが、審査の結果といたしましては、審査に付された健全化比率及びその

算定基礎となる事項を記載した書類はいずれも適正に作成されており、いずれの健

全化判断比率についても正確であることが認められましたことを御報告いたします。 

 説明は以上であります。ありがとうございました。 

○村田委員長  ただいま代表監査から令和３年度の１年間の予算、一般会計、そ

して、企業会計等についての御意見を発表していただきました。 

 これについて特に御意見がある方は御発言願いたいと思いますけれども、いかが

でしょうか。少し時間を置きますので。 

○中村委員  すみません、ちょっと教えていただきたいのですけれども、一般会

計、特別会計の意見書の７ページの経常収支比率がむちゃくちゃ改善していますよ

ね、去年に比べて。これの、なぜ改善したのかって。これは、ごめんなさい、誰に

聞けばいいんですか、まず。 

○野地監査委員事務局長  詳しくは、財政課のほうが、もちろんあるかと思いま

すけれども。 

（「分かりました、そこで聞きます」と呼ぶ者あり） 

○野地監査委員事務局長  分かりました。そういうことで、正確には、そちらの

ほうでよろしくお願いいたします。 

○村田委員長  他にございませんか。よろしいですか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○村田委員長  ないようでありますので、代表監査による総評を終わりたいと思

います。 

 次に、会計課の審査に入りたいと思います。 

 執行部、退席してください。また、用があったらすぐ連絡しますので。 

 それでは、会計課、よろしくお願いをいたします。 

○三鬼会計管理者兼課長  会計課です。よろしくお願いいたします。 

 本日、私のほうからは、一つ目としましては決算総括の説明、二つ目としまして

一般会計歳入全般及び財産に関する調書の説明、三つ目としまして会計課に係る歳

出の説明の大きく３項目について御説明をさせていただきますので、よろしくお願

いいたします。 

 それでは、まず、尾鷲市一般会計特別会計歳入歳出決算主要説明書及び決算参考

資料に基づき総括的に説明をさせていただきます。 

 最初に、主要説明書の２ページを御覧ください。 

 各会計の実質収支額であります。 

 令和３年度実質収支額は、一般会計で３億３,９１２万２,９８８円、国民健康保

険事業特別会計で１,６５１万８,５６３円、後期高齢者医療事業特別会計で５６９

万３,４７６円となりました。これにより、それぞれ翌年度へ繰越しされることと

なりました。 

 次に、決算参考資料の１ページを御覧ください。 

 上の表は、各会計の歳入決算額の平成２９年度から令和３年度までの過去５年間

の推移を１,０００円単位でまとめたものでございます。 

 令和３年度の歳入決算額は、一般会計では過去５年間で２番目に多い決算額とな

っております。３会計歳入決算総額は１４７億３,８７９万７,０００円となりまし

た。 

 下の表は、一般会計の款別歳入決算の過去５年間の推移を１,０００円単位でま

とめたものでございます。 

 令和３年度は、減少となった款では、市税の１９億７,５６３万７,０００円をは

じめ、中段記載の分担金及び負担金、国庫支出金、下段記載の繰入金、市債などと

なりました。 

 増加となった款では、中段記載の地方交付税の４２億８,３３８万７,０００円の

ほか、下段に記載の寄附金、繰越金などにつきましても過去５年間で最も多い歳入
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額となっております。 

 一番下の市債につきましては、過去５年間で最も少ない歳入額となりました。 

 次に、歳出の推移でございます。 

 ２ページを御覧ください。 

 上の表は、会計別の歳出決算額の過去５年間の推移を１,０００円単位でまとめ

たものでございます。 

 令和３年度の歳出決算額は、一般会計では過去５年間で２番目に多い決算額とな

っております。３会計の歳出決算総額は１４３億７,３８５万２,０００円となりま

した。 

 下の表は、一般会計の款別歳出決算の過去５年間の推移をまとめたものです。 

 令和３年度は、減少となった款では、上段の総務費の２７億４,７８８万１,００

０円のほか、議会費、下段の災害復旧費、公債費が過去５年間で最も少ない歳出決

算額となりました。 

 増加となった款では、民生費の３７億１,２０６万５,０００円のほか、衛生費、

土木費が過去５年間で最も多い歳出額となりました。 

 次に、３ページを御覧ください。 

 一般会計経費別歳出決算の推移であります。 

 この表は、平成２８年度から過去６年間の歳出を経費的性質に分類したもので、

義務的経費、投資的経費、その他の経費の決算額と全体に占める割合などを記載し

ております。 

 義務的経費につきましては、前年度対比で人件費及び扶助費が増加し公債費が減

少しており、合計額では過去６年間で最も多い決算額となっております。 

 投資的経費につきましては、普通建設事業費、災害復旧事業費がともに前年度対

比で減少となっており、合計額は過去６年間で最も少ない決算額となっております。 

 その他の経費では、前年度対比で、物件費、維持補修費、補助費等が減少、積立

金、貸付金、繰出金が増加となっており、合計額では過去６年間で２番目に多い決

算額となりました。 

 次に、５ページを御覧ください。 

 この表は、平成１９年度から過去１５年間の一般会計における、自主、依存財源

の推移を記載したもので、令和３年度の自主財源の構成比は３３.１％で、前年度

比２.３ポイントの増加、依存財源構成比は６６.９％で、前年度比で２.３ポイン

トの減少となっております。 
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 次ページをお願いします。 

 ６ページから９ページにかけましては、平成２９年度から過去８年間の市税の推

移を記載しております。 

 市税につきましては、令和３年度では、市民税、軽自動車税は増加となりました

が、固定資産税のほか他税目では減少となっており、市税全体では年々減少傾向が

続いております。 

 次の１０ページから１３ページにかけましては、国民健康保険税の推移及び後期

高齢者医療保険料の推移を記載しております。この二つの特別会計の決算につきま

しては、市民サービス課及び税務課から御説明させていただきますので省略させて

いただきます。 

 次に、１４ページを御覧ください。 

 １４ページから１７ページまでの上段の表は、会計年度任用職員以外の職員分の

給与費等の推移であります。 

 １７ページにございますように平成２６年度では職員数が１９０名、退職手当を

除いた給与費等が１３億４,２０１万７,０００円でありましたが、１４ページの令

和３年度では職員数が１７２名、給与費等が１２億５,３８９万７,０００円と、職

員数では１８名、給与費等では８,８１２万円減少しております。 

 次に、１８ページを御覧ください。 

 １８、１９ページは、会計年度任用職員分の給与費等の推移でございます。平成

２９年度から減少傾向で推移しておりましたが、令和２年度、３年度において、や

や増加しております。 

 次に、２２ページを御覧ください。 

 ２２ページは、需用費の推移で、一般会計、特別会計の科目別細節別集計表であ

ります。 

 一般会計、特別会計の需用費の総合計は２億８,０８６万６,０００円で、前年度

との比較は４９３万１,０００円の減少となりました。この主な理由は、総務費の

消耗品が減少しております。これは、令和２年度において防災費におきまして公的

備蓄用簡易トイレ、毛布等を購入したため、前年度比較において消耗品が減少とな

っております。 

 一方、土木費の修繕料が増加しております。これにつきましては、道路、河川等

の修繕が増加したことが主な理由となっております。 

 ２３ページを御覧ください。 



－１０－ 

 基金の推移でございます。 

 令和３年度の基金合計額は２９億８,６８０万９,４７１円で、前年度との比較は

７億６,８４２万２,４５０円の増加となっております。 

 次に、一般会計市債の状況について説明させていただきます。 

 ２４ページを御覧ください。 

 この表は、平成１９年度から令和３年度までの市債の推移でございます。 

 令和３年度に起債として借り入れた金額は、上から４段目の起債額の欄のとおり

５億４,１８０万円で、償還元金は１０億６,７２０万８,２３６円、償還利子は３,

３６８万７,７２８円、交際費支出計１１億８９万５,９６４円となっております。

この結果、資産年度末残高は、一番上の欄のとおり９２億１,５４９万６,５４５円

となり、その下の欄、対前年度増減額は５億２,５４０万８,２３６円の減少となっ

ております。 

 次ページをお願いします。 

 ２５ページは、令和３年度地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられて

いる社会保障４経費、その他社会保障施策に要した経費で、事業別の経費とその財

源内訳となります。 

 ２６ページは、令和３年度都市計画税の充当状況についての資料で、事業別の経

費と、その財源内訳となります。 

 ２７ページは、令和３年度森林環境譲与税の充当状況についての資料で、事業別

の経費とその財源内訳となります。 

 この資料の詳細につきましては、後ほど財政課及び水産農林課から説明させてい

ただきます。 

 以上、決算主要説明書及び参考資料に基づく総括説明でございました。 

 続きまして、議案第５１号、令和３年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につ

いてのうち、歳入と財産に関する調書を御説明させていただきます。 

 なお、会計課からは、一般会計歳入における全体的な説明をさせていただき、詳

細な部分や歳出の内容等につきましては各所属のほうから説明を行い、国民健康保

険事業特別会計及び後期高齢者医療事業特別会計は、市民サービス課及び税務課か

ら説明をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、行政常任委員会資料の１ページを御覧ください。 

 この表は、歳出決算書に対し款別の担当課決算書の該当ページ数を表した明細書

でございます。 
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 次に、２ページを御覧ください。 

 これは、先ほどの資料１を基に所属別に並び換えた明細書でございます。 

 ３ページは、２款総務費、１項総務管理費の１目一般管理費と１４目諸費におい

て複数の所属が重複している部分がございますので、各課別の決算額を表にしたも

のでございます。 

 これらの資料の１から３につきましては、各課の歳出決算説明時に参考として御

利用ください。 

 それでは、まず、歳入全般につきまして、主なものについて御説明いたします。 

 決算書の１６、１７ページの尾鷲市歳入歳出決算事項別明細書を御覧ください。 

 １款市税は、調定額２０億６,２１８万９,２０８円に対し、収入済額は１９億７,

５６３万６,５４０円、不納欠損額は４５６万２,６４７円、収入未済額は８,１９

９万２１円であります。 

 市税の詳細につきましては、後日、税務課より説明させていただきます。 

 ２８、２９ページを御覧ください。 

 ２款地方譲与税の収入済額は７,８７１万８,０００円であります。 

 中段下にあります３款利子割交付金の収入済額は１５０万２,０００円、４款配

当割交付金の収入済額は１,４７５万３,０００円であります。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金の収入済額は１,５９７万３,０００円であります。 

 次ページをお願いします。 

 ６款法人事業税交付金の収入済額は２,５９１万３,０００円、７款地方消費税交

付金の収入済額は４億２,８９０万５,０００円、８款環境性能割交付金の収入済額

は５９２万８４５円、９款地方特例交付金の収入済額は２,２３７万６,０００円で

あります。 

 ２項新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補塡特別交付金につきましては、

令和３年度に新設された歳入で、収入済額は１,２２０万６,０００円であります。 

 次ページの１０款地方交付税の収入済額は４２億８,３３８万７,０００円、１１

款交通安全対策特別交付金の収入済額は１５２万１,０００円、１２款分担金及び

負担金につきましては、収入済額６,２４５万２,６３３円、収入未済額は１７７万

７,２８０円であります。 

 分担金及び負担金の内訳につきまして説明させていただきます。 

 １項負担金、１目民生費負担金の収入済額は５,８９６万７,０２８円、収入未済

額は１７７万７,２８０円であります。 
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 収入済額の主なものは、２節老人福祉費負担金の老人ホーム入所者負担金（現年

度分）の１,６６８万５,２９２円、次ページの３節児童福祉費負担金の保育所入所

保護者負担金（現年度分）３,１５４万４,６７０円であります。 

 収入未済額は、保育所入所保護者負担金であります。 

 ２目衛生費負担金の収入済額は３１３万８,８６５円であります。収入済額の主

なものは、１節保健費負担金の救急医療体制強化事業の紀北町負担金１５３万５,

０４０円であります。 

 ３目教育費負担金の収入済額は３４万６,７４０円であります。 

 次に、１３款使用料及び手数料の収入済額は１億１,２０５万４,９３６円、不納

欠損額は３万１,１００円、収入未済額は８６９万４,６００円であります。 

 １項使用料の収入済額は３,１７７万８,５４１円、収入未済額は８４３万６,１

００円で、主なものについて申し上げます。 

 ３６、３７ページを御覧ください。 

 ３目衛生費使用料の収入済額は３１６万６,０００円で、主なものは、斎場使用

料２８９万３,２００円であります。 

 ４目農林水産業使用料の収入済額は２９４万２,２７０円で、主なものは、深層

水使用量２１８万１,６８０円であります。 

 次ページをお願いします。 

 ６目土木費使用料の収入済額は２,１５５万５８８円で、収入未済額は８４３万

６,１００円であります。 

 収入済額の主なものは、２節道路橋梁使用料の道路等占用料７５７万２,４３３

円、５節住宅使用料の市営住宅使用料（現年度分）の１,２４６万６００円で、収

入未済額は、全て市営住宅使用料であります。 

 ７目教育使用料の収入済額は２５９万５,２３３円であります。 

 収入済額の内訳は、３９ページ中段から下段にわたる備考欄のとおり、行政財産

使用料から学校開放使用料まででございます。 

 次に、２項手数料の収入済額は８,０２７万６,３９５円、不納欠損額は３万１,

１００円、収入未済額は２５万８,５００円であります。 

 手数料の主なものについて、内訳を申し上げます。 

 １目総務手数料の収入済額は６９２万８,４５０円で、内訳は、次ページをお願

いします、戸籍手数料、住民票手数料が主なものでございます。 

 ２目衛生手数料の収入済額は７,３３４万１,１４５円、不納欠損額は３万１,１
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００円、収入未済額は２５万８,５００円であります。 

 不納欠損額及び収入未済額は、全てし尿処理手数料であります。 

 収入済額の主なものは、清掃工場持込処理手数料１,５３６万６,４００円、し尿

処理手数料（現年度分）３,３７３万１,５００円、塵芥収集手数料２,２９８万９,

４６９円であります。 

 次ページをお願いします。 

 １４款国庫支出金の収入済額は１８億８,９６１万１,３２０円であります。 

 １項国庫負担金の収入済額は９億９,６７５万９,０７０円で、内訳は、１目民生

費国庫負担金、１節社会福祉費負担金が２億３,９７７万４,００６円であります。 

 ２節児童福祉費負担金の収入済額は３億４,８８７万９,６７５円であります。 

 次ページをお願いします。 

 ３節生活保護費負担金の収入済額は２億６,３８６万１,１５６円であります。 

 ２目衛生費国庫負担金、１節保健費負担金の収入済額は１億４,４１２万４,２３

３円であります。 

 次に、２項国庫補助金の収入済額は８億８,８０３万９,８１０円であります。 

 内訳は、１目総務費国庫補助金が２億４,０００万３,１９５円であります。主な

ものは、次ページの新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金２億２,３

３１万４９７円であります。 

 ２目民生費国庫補助金の収入済額は５億１,１０９万７８０円で、内訳は、１節

社会福祉費補助金が２億６,０６５万３,０００円で、主なものは、子育て世帯等臨

時特別支援費補助金２億５,０５０万円であります。 

 ２節児童福祉費補助金は２億４,５７１万９,７８０円で、次ページに移っていた

だき、３節生活保護費補助金は４７１万８,０００円でありました。 

 ３目衛生費国庫補助金の収入済額は６,７０１万６,０００円であります。主なも

のといたしまして、１節保健費補助金、次ページの新型コロナウイルスワクチン接

種体制確保事業国庫補助金６,０９３万３,０００円であります。 

 ４目土木費国庫補助金の収入済額は５,４６３万３,８３５円で、内訳は、１節道

路橋梁費補助金５,１７９万２,８３５円、２節住宅費補助金２８４万１,０００円

であります。 

 教育費国庫補助金、１節教育費補助金の収入済額は１,５２９万６,０００円であ

ります。 

 次ページをお願いします。 
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 次に、３項委託金の収入済額は４８１万２,４４０円であります。主なものとい

たしましては、２目民生費委託金、１節社会福祉費委託金の基礎年金事務費交付金

４２８万３,５４４円であります。 

 次に、１５款県支出金の収入済額は５億５,３９９万５,１５５円で、このうち、

１項県負担金は３億６,５５９万４,８３７円、１目総務費県負担金は１１２万１,

０００円であります。 

 １節総務管理費負担金１１２万１,０００円は、特例事務処理交付金であります。 

 次に、２目民生費県負担金の収入済額は３億６,４４１万３,８３７円であります。

その内訳として、１節社会福祉費負担金は２億４,２４５万１,６５０円で、主なも

のは、国保基盤安定負担金７,１４３万４,４４３円、次ページをお願いします、三

重県障害者自立支援給付費等負担金１億３万５,０００円、後期高齢者基盤安定負

担金６,９２８万４,４４５円であります。 

 ２節児童福祉費負担金は１億１,６７７万９,９１７円で、主なものとして、児童

保護措置費負担金９,２１３万８,９７３円であります。 

 ３節生活保護費負担金５１８万２,２７０円は、生活保護法第７３条による負担

金であります。 

 ３目衛生費負担金の収入済額は６万円であります。 

 次に、２項県補助金の収入済額は１億３,４５１万４,０４５円で、１目総務費県

補助金は３５９万７,０００円であります。 

 次ページをお願いします。 

 ２目民生費県補助金の収入済額は６,１８２万８,３８６円、そのうち、１節社会

福祉費補助金は４,３７３万３,５４２円で、主なものは、心身障害者医療費補助金

２,９５６万８,０６０円、子ども医療費補助金１,１４５万７,４８２円であります。 

 ２節児童福祉費補助金は１,４５３万６,８４４円で、主なものは、一人親家庭等

医療費補助金５４２万８４４円、地域子ども・子育て支援事業費補助金８３８万９,

０００円であります。 

 ３節地方改善事業費補助金は３５５万８,０００円であります。 

 次に、３目衛生費県補助金の収入済額は１,８３３万３８０円であります。 

 内訳といたしまして、次ページの１節保健費補助金は１,１３９万９,３８０円で、

主なものは、新型コロナウイルスワクチン接種医療従事者派遣事業補助金１ ,０３

７万５,０００円であります。 

 ２節清掃費補助金は、電源立地地域対策交付金の水力枠５７４万６,０００円で
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あります。 

 ３節環境衛生費補助金は、浄化槽設置整備事業補助金で１１８万５,０００円で

あります。 

 次に、４目農林水産業費県補助金の収入済額は３,４９８万５,８８７円、内訳と

しましては、１節農業費補助金が６２３万５,４７１円で、主なものは、鳥獣被害

防止緊急捕獲活動支援事業補助金１９４万２,０００円であります。 

 ２節林業費補助金の収入済額は２,０１６万８,４１６円で、主なものといたしま

しては、次ページのみえ森と緑の県民税市町交付金１,４６０万４,４００円であり

ます。 

 ３節水産業費補助金の収入済額は８５８万２,０００円で、主なものは、水産物

供給基盤機能保全事業費補助金７２０万２,０００円であります。 

 次に、５目土木費県補助金の収入済額は５９２万３,７５０円で、主なものは、

地籍調査補助金３９２万７,０００円であります。 

 ６目教育費県補助金の収入済額は９６８万８,６４２円で、三重とこわか国体会

場地市町運営交付金６１３万４,６４２円であります。 

 次ページをお願いします。 

 ７目商工費県補助金の収入済額は３万円、８目消防費県補助金の収入済額は１３

万円であります。 

 次に、３項委託金の収入済額は５,３８８万６,２７３円であります。主なものと

いたしましては、１目総務費委託金４,６９６万３,４０１円のうち、２節徴税費委

託金の２,４９６万８,１５７円、３節選挙費委託金の２,０１５万１８６円のうち、

衆議院議員選挙執行委託金１,０５１万３,６３８円であります。 

 ４節統計調査費委託金から次ページの５目民生費委託金の内訳につきましては、

備考欄のとおりであります。 

 続きまして、１６款財産収入は収入済額２,９４１万６,４２２円であります。 

 その内訳として、１項財産運用収入、１目財産貸付収入、１節土地建物貸付収入

の収入済額は１,５６８万５,９４０円であります。 

 内訳は、備考欄に記載の電柱敷地等の貸付けによる管財関係土地貸付料、市有林

地内での送電線設備に関する農林関係土地貸付料、教員住宅貸付料であります。 

 ２目配当金は、ＺＴＶ出資金配当金の９,０００円であります。 

 次ページをお願いします。 

 ３目１節基金運用収入の収入済額は３２万２,２４３円で、基金運用に係る定期
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預金利息などでございます。 

 ２項財産売払収入の収入済額１,３３９万９,２３９円は、主に立木売払収入８０

０万２,３１９円であります。 

 次に、１７款寄附金の収入済額は４億６,３７７万１,２０７円であります。収入

済額の内訳につきましては、１目総務費寄附金は４億３,１５０万４,０００円、主

に、２万９,６１８件分のふるさと応援寄附金及び地方創生応援寄附金であります。

２目一般寄附金は、５件分、９２４万２,７０７円、３目衛生費寄附金は、１件分、

７２万４,５００円、４目農林水産業費寄附金は、一般財団法人尾鷲みどりの協会

からの林業振興事業寄附金２,２３０万円であります。 

 １８款繰入金の収入済額は７億３,５０５万４１０円で、１項の基金繰入金の主

なものは、次ページの１目財政調整基金繰入金の３億１,６７８万５,０００円、７

目ふるさと応援基金繰入金２億３,３２２万５,０００円は、本基金に積み立てられ

たふるさと納税を繰り入れたものであります。８目都市計画事業基金繰入金の９,

５００万円であります。 

 次ページをお願いします。 

 ２項特別会計繰入金は、特別会計の前年度精算による一般会計への繰入れによる

もので、内訳は、１目国民健康保険事業会計繰入金が１５４万５２９円、２目後期

高齢者医療事業会計繰入金が１,８１１万６,８８１円であります。 

 １９款繰越金の収入済額は３億１,１００万６,７８６円で、これは前年度繰越金

であります。 

 備考欄２段目の建設課分１,２５９万６,０００円から次ページの政策調整課分３

５０万９,０００円につきましては、繰越明許費分でございます。 

 ２０款諸収入の収入済額は２億５５９万３,６４２円、収入未済額は１,０９４万

６,００５円であります。 

 諸収入の内訳につきまして、項別に説明いたします。 

 １項延滞金加算金及び過料の収入済額５５９万５３０円は、諸税滞納延滞金であ

ります。 

 ２項市預金利子の収入済額３万５,１９６円は、歳計一時預金利子であります。 

 ３項貸付金元利収入の収入済額は４８６万２,１３８円、収入未済額は６３万３,

５５２円であります。主なものにつきましては、２節奨学資金貸付金元利収入とし

ての返還金４８２万２,５００円であります。収入未済額４７万５,０００円につき

ましても、全て奨学資金貸付金返還金であります。 
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 ４項受託事業収入、１目民生費受託事業収入、１節地域支援事業受託事業収入の

収入済額は５,６１７万７,０００円であります。 

 次ページをお願いします。 

 ５項１目雑入の収入済額は１億１３３万６,７７８円、収入未済額は１,０３１万

２,４５３円で、収入未済額の主なものは、３節民生費雑入の生活保護法第６３条、

第７８条及び第７８条の２による返還金であります。 

 雑入につきましても多項目にわたりますので、主なものを説明させていただきま

す。 

 ７５ページの２節総務費雑入、備考欄中段、システム利用負担金７１８万５,０

００円は、これは、総合住民システムを利用している各会計からの利用負担金でご

ざいます。 

 ７８、７９ページを御覧ください。 

 ３節民生費雑入の主なものといたしましては、備考欄中段の紀北広域連合負担金

前年度精算金１,９５３万４９５円、４節衛生費雑入の二つ目、２,１０９万５,８

００円は、折橋墓地移転事業に伴う三重県からの補償金２,１０９万５,８００円。 

 次ページをお願いします。 

 ７節消防費雑入のうち、消防団員退職報償金収入３０９万４,０００円は、消防

団員等公務災害補償等共済基金からの収入でございます。 

 次ページをお願いします。２１款市債に移らせていただきます。 

 市債の収入済額は５億４,１８０万円であります。主なものといたしましては、

２目民生債４,３５０万円のうち、心身障害者医療費助成事業債２,４００万円など

であります。 

 ３目衛生債は４,６４０万円で、主なものは、予防接種事業債２,９４０万円であ

ります。 

 次ページの５目土木債９,３３０万円のうち、主なものといたしましては、１節

橋梁整備事業債２,７９０万円、２節道路整備事業債４,５３０万円であります。 

 ７目教育債は３,０４０万円で、次ページをお願いします、１節学校教育施設等

整備事業債の３,０４０万円であります。 

 ８目臨時財政対策債は２億８,７１０万円であります。 

 以上、歳入合計は、予算現額１１９億２,０７０万４,０００円、調定額１１８億

６,７３５万９,５４９円、収入済額１１７億５,９３５万７,８９６円、不納欠損額

４５９万３,７４７円、収入未済額１億３４０万７,９０６円となりました。 
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 以上、一般会計の歳入の説明でございました。 

 続きまして、４２２ページを御覧ください。 

 財産に関する調書でございます。 

 まず、１の公有財産の土地についてであります。 

 決算年度中増減高区分、その他の行政機関のうち、その他の施設で１６５平米の

減少となっております。これは、元九鬼出張所用地を行政財産の用途を廃止し普通

財産にしたことによるものでございます。 

 公共用財産のうち、その他で１５平米の増加となっております。これは、主に福

祉施設駐車場として整備したことに伴う増加分及び公衆用道路用地の廃止に伴う減

少分によるものでございます。 

 １段下になります宅地２９平米の減少となっており、これは先ほど申し上げまし

た元九鬼出張所用地を普通財産にしたものによる増加分及び元市営住宅の一部売却

に伴う減少分によるものでございます。 

 続きまして、４２３ページを御覧ください。 

 建物についてであります。表の決算年度中増減高区分、その他の行政機関のうち、

その他の施設、木造の３６３平米の減少につきましては、元九鬼出張所及び元飛鳥

幼稚園の建物を除却したことに伴う減少で、決算年度中増減高の合計は３６３平米

の減少となりました。 

 ４２４、４２５ページを御覧ください。 

 市有林についてでございます。普通林、制限林、各保安林共に増減はございませ

んでした。 

 下段（３）の有価証券につきましても、増減はございませんでした。 

 次ページをお願いします。 

 （４）出資による権利でございます。表の中段に記載の公益財団三重県緑化推進

協会出捐金が９万９,９５１円の減、三重県農林漁業後継者育成基金出捐金が７１

万円の減となり、これによりまして、決算年度末現在高合計は１億５,９９６万２,

５２８円となりました。 

 次ページをお願いします。 

 ２の物品ですが、普通乗合自動車及び普通特殊自動車がそれぞれ１台増となり、

小型乗用自動車が１台の減となりました。このことから、決算年度末現在高は１台

増で、車両が１０５台、和船１隻となりました。この和船１隻は、水産農林課管理

でございます。 
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 続きまして、３の債権は、奨学資金貸付金が６７万円減少し、決算年度末現在高

が２,３７２万５,０００円、市民税特別徴収翌年度徴収金が１２２万９,０００円

減少し、８,４４６万６００円となりました。これにより債権の年度末現在高は１

億８１８万５,６００円となりました。 

 次ページをお願いします。 

 ４の基金でございます。令和３年度の基金の状況につきましては、基金の決算年

度中増減高は７億６,８４２万２,４５０円の増で、決算年度末現在高は２９億８,

６８０万９,４７１円となりました。 

 以上で、一般会計歳入及び財産に関する調書の説明とさせていただきます。 

 続きまして、決算認定についてのうち、会計課の歳出に関わる部分につきまして

御説明申し上げます。 

 決算書９６、９７ページへお戻りください。 

 一般会計、歳出、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、予算現額８億

９５９万７,０００円に対しまして、支出済額７億８,７８７万８,０４９円、繰越

明許費１３２万、不用額が２,０３９万８,９５１円でございます。この一般管理費

に係る決算につきましては、複数の課にまたがっていることから、会計課、歳出分

のみを資料としてまとめましたので、これに基づき説明をさせていただきます。 

 委員会資料の４ページを御覧ください。 

 資料４でございますが、表内の括弧書きにつきましては、ほかの課も含めた総額

を記載しております。 

 ２款の総務費における会計課分の支出済額合計は１１４万４,８１１円で、会計

事務及び庁内事務経費でございます。 

 節別に詳細を申し上げます。 

 まず、１０節需用費でございます。会計課所管は１０節需用費支出済額は７９万

８,４２３円で、うち、消耗品費２４万４,３０９円は、事務用コピー用紙、決算関

連用紙等であります。 

 印刷製本費５５万４,１１４円は、決算書印刷製本代ほか、会計事務帳票類等の

印刷代であります。 

 次に、１１節役務費でございます。支出済額は２３万６,７８５円で、通信運搬

費２０万３,１４８円は、口座振込通知等の印刷代、保険料３万３,６３７円は全国

市長会の公金総合保険であります。 

 １３節使用料及び賃借料の支出済額５万８,４０３円は、複合機使用料でござい
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ます。 

 １７節備品購入費４万６,２００円の支出済額は、職員用の椅子購入代でありま

す。 

 １８節負担金、補助及び交付金は、三重県都市会計管理者協議会への負担金５,

０００円でございます。 

 一般管理費につきましては以上でございます。 

 次に、１１款公債費、１項公債費、２目利子、２２節償還金、利子及び割引料で

ございます。この中で会計課所管分につきましては、予算現額４１万１,０００円

に対し、支出済額はゼロ円、不用額４１万１,０００円であります。これは、一時

借入れの際の支払利息として予算計上するもので、令和３年度では一時借入れは行

いませんでしたので、全額不執行となりました。 

 会計課所管の決算につきましては以上でございます。御審議いただき、御承認賜

りますようよろしくお願いします。 

○村田委員長  ただいま会計課から説明がありましたけれども、この説明につき

まして御意見、御質疑ございましたら御発言願いたいと思います。 

○三鬼委員  本冊の４２６ページの出資による権利ということになっておるんで

すけど、この中で、本当はもっとずっと前に聞くとか当初の説明のときに確認とい

うこともするべきだったのかは分からないんですけど、今頃になって言っているこ

となんですけど、出資責任という形と出捐金という形があるんですけど、これは出

資金の場合は、この団体等が解散とか何かがあったときには戻ってくるんですか、

どうなんですか。 

○三鬼会計管理者兼課長  それぞれ所管の課で出資金、出捐金につきましては管

理をしておるということで、証券は会計課の金庫のほうで保管をさせていただいて

おります。 

 解散等になった場合の取扱いにつきましては、それぞれの協会とか組合とかセン

ター等の定款等で恐らく記載されておりますと思いますので、個々の出捐金等の中

で規定されておると思います。中には、解散した場合はその類似団体に帰属すると

かそういった記載があることを私も拝見したことがございますので、それぞれの団

体の定款等で規定されているというふうに認識しております。 

○三鬼委員  全体で１億６,０００万という金額があって、これの表現が出資によ

る権利ということになっておるので、でも、出資金の場合は債権等を含めて行って

おると思うんですけど、出捐金については債権等はないと思うんです。この中で一
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般財団法人尾鷲みどりの協会出捐金なんかは１,０００万しか出しておりませんけ

ど、森林組合が紀北町と統合した折に尾鷲の森林組合が持っていた財産を、毎年、

別の緑の事業費としてもらっておりますので、１,０００万をはるかに超える金額

を市としては頂いておるんですけど、ほかの出捐金とかについても、いま一度、ど

ういう形になっておるかということを全部チェックしていただいて、議会のほうへ

も示していただけたらというのを、委員長、できましたらお願いしていただきたい

んですけど、いかがですか。 

○村田委員長  ということでありますので、担当課として、これに対応できるの

であれば対応していただきたいと思いますけれども。しかし、担当課としても、い

ろいろ諸事情がありますから、そのときはそのときで、また私のところに言ってく

れればお話しをさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いをいたします。

よろしいですか。 

 他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○村田委員長  ないようでありますので、会計課の審査を終わります。 

 ここで１０分間休憩いたします。 

（休憩 午前１１時０７分） 

 

（再開 午前１１時１７分） 

○村田委員長  それでは、再開をいたします。 

 次に、総務課、よろしくお願いいたします。 

○竹平総務課長  それでは、議案第５４号、令和３年度尾鷲市一般会計歳入歳出

決算の認定についてのうち、総務課関係について、令和３年度尾鷲市一般会計歳入

歳出決算書のほか、令和３年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算審査意見書及び行政常

任委員会資料等に基づいて御説明をさせていただきたいと思います。 

 まず、歳入につきましては、既に会計管理者から御説明申し上げましたので、歳

出について御説明をさせていただきます。 

 まず、人件費につきまして、一括説明をさせていただきます。 

 人件費は、決算書においてそれぞれの科目に計上しており、多岐にわたっており

ますので、令和３年度尾鷲市一般会計各特別会計歳入歳出決算審査意見書をもって

御説明をさせていただきます。 

 決算審査意見書の５４ページをお願いいたします。通知をさせていただきます。 
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 これは、令和３年度節別決算額集計表でございます。この集計表の中で、１節報

酬から４節共済費までについて御説明をさせていただきます。 

 次ページの５７ページを御覧ください。 

 令和３年度決算額の集計ですが、１節報酬、令和３年度決算額合計額は２億４,

７４３万９,０５３円で、対前年度増減率は２.７％、７１２万３,０２５円の減で

ございます。主な報酬として、会計年度職員の報酬額、延べ１５０名分、１億７,

５１７万４,０８９円と議員報酬４,１６４万１,５７２円です。 

 対前年期の主な要因といたしましては、会計年度職員の報酬額は３９４万６,９

８９円の増でございますが、議員報酬で７９６万６,５０５円及び国税調査分の指

定統計管理調査費、指導員調査員報酬７８７万６,０９２円が減額となっておりま

す。 

 次に、２節給料、決算額６億６,４０７万７,９５６円で、対前年度増減率は０.

８％の増で５９０万５,８７５円の増となっております。 

 ３節職員手当等、決算額５億３,２８３万２,８２８円で、対前年度増減率は２０.

１％、８,９３０万１,０８６円の増です。これは、市長の退職手当ほか、令和２年

度の職員の退職者が５名であったのに対し、令和３年度の退職者は、職員で８名で、

退職手当が約４,７００万円と、ワクチン接種に係る時間外が約２,３００万円、そ

れと、市長、市議会議員選挙、三重県知事選挙、衆議院議員選挙に係る時間外約１,

２００万円の増額が主な要因でございます。 

 ４節共済費、決算額２億６,２２７万７,０５２円で、対前年度増減率は１.４％

の増となっております。 

 この１節から４節までの人件費の決算額合計は１７億６６２万６,８８９円で、

令和３年度決算額合計額１１４億１,６６２万４,９０８円の約１４.９５％を占め

ております。このうち、職員の給料、職員手当、共済費の給与費等の推移につきま

しては、別紙決算参考資料に記載されている平成２６年度と比較いたしますと、一

般会計で職員数が１７名の減、給与費等は１億２,１６５万４,０００円の減となっ

ております。 

 なお、人件費のうち、議員報酬及び期末手当、共済並びに消防団員等公務災害補

償等共済基金掛金、会計年度任用職員の……。 

○村田委員長  課長、お気持ちはよく分かりますけれども、もう少しゆっくり言

ってくれますか、すみません。 

○竹平総務課長  すみません、申し訳ありません。 
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 会計年度任用職員の共済費等を除く職員人件費につきましては行政常任委員会資

料の１ページに、会計年度任用職員については２ページに、款別に記載をしており

ますので、御参照ください。 

 次に、職員手当等の時間外手当については、決算主要説明において御説明をさせ

ていただきたいと思います。 

 尾鷲市一般会計歳入歳出決算主要説明書の５３、５４ページを御覧願います。通

知をさせていただきます。 

 職員手当等の３節明細書で、款別、費目別に記載しておりますが、５３ページの

右から２番目の時間外手当の欄を御覧ください。 

 １款議会費から９款教育費までの一般会計時間外手当の合計額は５,７５９万５,

４３０円でございます。これは、前年度と比較いたしますと３,６２５万５２６円

の増となっておりますが、令和３年度は総務費の２款４項の３目の尾鷲市長、尾鷲

市議会議員選挙、三重県知事選挙、衆議院議員選挙があり、選挙費で１,２１２万

５,６８８万円の増、また、衛生費の４款１項２目のコロナワクチン接種に係る時

間外として２,３１３万１,２７２万円の増が主な要因でございます。 

 それでは、職員人件費以外の歳出について御説明をさせていただきます。 

 決算書の９６、９７ページを御覧ください。通知をさせていただきます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、予算現額８億９５９万７,００

０円に対し、支出済額は７億８,７８７万８,０４９円、不用額は２,０３９万８,９

５１円となっております。１目の一般管理費については、総務課以外に政策調整課、

会計課、財政課の予算も混在しておりますので、行政常任委員会の資料にて御説明

をさせていただきたいと思います。 

 資料の３ページを御覧ください。通知をさせていただきます。 

 この明細書でございますけれども、上段の括弧書きは決算書に記載の額で、下段

が総務課に係る決算額でございます。 

 １節報酬１,５７０万５,３６２円の支出は、庁舎内の市民サービス課、会計課、

福祉保健課、税務課、政策調整課、防災危機管理課１４名分の会計年度任用職員報

酬で、人員が１名減の月があったことなどから不用額は８９万８,６３８円となっ

ております。 

 ７節報償費５３万円の支出は、職員採用試験時の外部面接官報償費及び顧問弁護

士費用４８万円でございます。 

 ８節旅費２７万２,０３０円の支出は、職員採用面接官旅費、派遣職員移転料、
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会計年度任用職員費用弁償が主なものでございます。不用額の７０万５,９７０万

円は、災害被災地派遣旅費３１万２,２４０円及びいじめ問題調査委員会旅費８万

３,０００円、情報公開及び個人情報保護審査会委員旅費２９万８,１６０円の不執

行が主なものでございます。また、災害被災地の派遣旅費につきましては、平成３

０年度から始まった被災地への支援の順番で定められておりまして、この順番は、

現在本市は名張市に次いで２番目となっていることから予算計上しているものでご

ざいます。 

 １０節需用費１,４６７万５,３１３円の支出は、書籍、条規類集等追録代、トイ

レットペーパー、ウェブ関係等の消耗品費が１９３万６６２円、公用車のガソリン

代等の燃料費が２３４万８,６４６円、庁舎の電気水道光熱水費が７４６万４,９９

０円、修繕料２７５万９,４１５円、公用車修繕料５７万７,６７３円のほか、空調、

照明関係等の庁舎修繕料が主なものでございます。不用額の６８万５,６８７円の

うち、主なものは、車両の修繕料２９万７,３２７円などでございます。 

 次に、１１節役務費５５７万９,２８２円の支出は、郵便、電話料の通信運搬費

３３８万９,７７３円のほか、浄化槽保守点検及び清掃手数料１７４万９,８００円

等が主なものでございます。 

 １２節委託料７,１３５万９,４８５円の支出は、条規類集データベース業務委託

料３０４万６,８９５円、職員研修、健康診断、職員採用試験委託料で１４０万３,

４９８円、公用車管理業務委託料１,１９６万８,９７６円、庁内システムサポート

保守委託料３,２０７万６,０００円、財務会計システムサポート保守更新業務委託

料７２７万８,９２０円、市庁舎等の警備業務委託料６８２万円が主な支出となっ

ております。 

 繰越明許費１３２万円につきましては、地方公務員の定年延長に伴う例規整備事

業１３２万円でございますが、地方公務員法の改正に伴う政令等の改正が遅れてい

たことから繰越したものでございます。本年１２月には関係する条例を整備してい

く予定で、今現在、進めております。 

 また、不用額１５８万５,５１５円につきましては、公用車管理業務委託料とし

て運転手の時間外の減少等に伴う１１９万８,０２４円が主なものでございます。 

 １３節使用料及び賃借料３,０８０万３,８０１円の支出は、インターネット回線

使用料３３１万３,２００円、総合住民情報システム借上料１,４６０万２,０３２

円、派遣職員等公舎借上料２３０万７,２７１円ほか、各種システム借上料等、記

載のとおりでございます。 
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 次に、１７節備品購入費２２６万５,７８０円の支出は、ウェブ会議用端末及び

机等を購入したものでございます。 

 １８節負担金、補助及び交付金６６２万７１６円は、税番号制度に係る中間サー

バー利用負担金４１６万３,０００円、三重県セキュリティークラウド負担金２３

８万９,５１６円が主な支出で、不用額５２万２８４円は、三重県セキュリティー

クラウド負担金が見込みを下回ったものでございます。 

 それでは、決算書に戻っていただき、１２６、１２７ページを御覧ください。通

知をさせていただきます。 

 ８目の公平委員会費でございます。予算現額につきましては、４万９,０００円

に対し、支出済額は４万８,３００円で、主な支出は、委員３名の報酬ほか、全国

公平委員会連合会及び三重県公平委員会連合会負担金の支出となっております。 

 続きまして、１３９ページを御覧ください。通知をさせていただきます。 

 １４目諸費のうち、総務課分は、１８節負担金、補助及び交付金１３６万円のう

ち、８万７,０００円で、右側の備考の記載でございますが三重県社会保険協会会

費９,０００円、三重県安全運転管理協議会会費１万３,０００円、安全運転管理者

講習会会費１万８,０００円、紀北自家用自動車協会会費５,０００円と、次ページ

になりますが、三重県自治研究センター年会費４万円、平和首長会議メンバーシッ

プ納付金２,０００円でございます。 

 次に、１５０、１５１ページをお願いいたします。 

 ４目の選挙費でございます。１目選挙管理委員会費、予算現額１０８万８,００

０円、支出済額は８６万３,６６９円で、２２万４,３３１円の不用額となっており

ます。 

 次ページをお願いいたします。 

 支出といたしましては、委員４名に対する１節報酬が６３万８,０００円、１０

節需用費１９万７,６５５円は、書籍購入ほか追録代１６万９,１８７円が主なもの

でございます。 

 １１節役務費６,０１４円は、郵便料等の通信運搬費、１８節負担金、補助及び

交付金２万２,０００円の支出につきましては、全国市区選挙管理委員会連合会の

分担金でございます。また、不用額の主なものにつきましては、全国市区選挙管理

委員会東海支部総会の出席が不用となったことにより旅費、費用弁償及び出席者負

担金、合計１８万５,０００円が不用額となっております。 

 衆議院議員選挙費、市長選挙費、市議会議員選挙費、三重県知事選挙費につきま
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しては、行政常任委員会資料で御説明をさせていただきます。通知のほうをさせて

いただきます。 

 委員会資料の７ページになります。 

 まず、最初に、令和３年６月６日に執行した尾鷲市長選挙でございますが、予算

現額４６７万６,０００円に対し、支出済額が４６７万３,１８１円で、内訳といた

しましては記載のとおりでございますが、主なものは、選挙表示物等の消耗品費の

ほか、ポスター掲示板設置・撤去委託料９９万円、選挙運動用ポスター及びビラ作

成交付金２８８万８,６８３円でございます。 

 次に、同日執行の尾鷲市議会議員選挙につきましては、予算現額２,１４５万４,

０００円に対し、支出済額２,１４１万７,９１６円で、期日前投票管理者・立会人

報酬、投票従事職員時間外勤務手当は尾鷲市議会議員選挙に計上しており、記載の

とおりでございます。 

 ポスター掲示板設置・撤去委託料３２２万３,０００円、選挙運動用ポスター及

びビラ作成交付金８９５万９,８４５円でございます。 

 次ページをお願いいたします。 

 三重県知事選挙につきましては、予算現額９５９万８,０００円に対し、支出済

額９５９万２,４１３円で、主なものといたしまして、期日前投票管理者・立会人

報酬等１５１万７,７８８円、投票従事職員時間外勤務手当３７３万７,４１０円、

ポスター掲示板設置・撤去委託料２２２万９,０４０円でございます。 

 衆議院議員選挙につきましては、予算現額１,０５８万３,０００円に対し、支出

済額１,０５７万６,３９５円で、主なものといたしましては、期日前投票管理者・

立会人報酬等１３０万６,７９１円、投票従事職員時間外勤務手当４０２万１,３５

２円、通信運搬費ほか１７４万７,０１４円で、ポスター掲示板設置・撤去委託料

は１４０万４,０４０円でございます。 

 また、５ページ、６ページにつきましては、情報公開の審査会、ほか公平委員会、

選挙管理委員会関係を記載しておりますので、後ほど御参照のほど、よろしくお願

いいたします。 

 以上で総務課に係る決算説明を終わらせていただきます。よろしく御審査賜りま

すよう、お願い申し上げます。 

○村田委員長  ありがとうございました。 

 ただいま説明のありました総務課分について、御質疑ありましたら御発言願いた

いと思いますが。ございませんか。 



－２７－ 

○三鬼委員  頂いた資料から聞きたいんですけど、７節の報償費の中で職員採用

試験面接官報償費５万円があるんですけど、職員一人一人の一生を決めていただく

のに５万円が安いのか高いのかといったら、ひょっとしたら安いかも分かりません

けど、このお願いしている面接官の方って、毎年代わるんですか、それとも、もう

長年一緒の人なんですか、どうなのですか。 

○竹平総務課長  面接官については、長年、同じ人がなっております。 

○三鬼委員  金額５万円ですけど、人材のことを考えるといと、費用対効果とい

うのはかなり大きな事業ですよね。いろいろする中で、職員の方もいろいろ調子が

悪くなったりとかそういうことになって、この面接官の方は、もう時代が大分変わ

ってきましたので、代えられるほうがいいんじゃないんですか。ほかの職員の方は、

副市長についても、総務課長とかも、大変御苦労ですけど庁内の方ですし、ここへ

来てこの面接官の方も今の時代に合ったような年代、年代というかそういったこと

も十分に、この時代が変わってきたことも分かるような面接官をお願いするという。

もう一緒の人ばかりじゃなしにして、その人の目線で決めていただいて、それが人

材として役所の中の刺激になるというのか、人材として刺激になるというかそうい

った採用の仕方を考えるということは行わないんですか。 

○竹平総務課長  面接官は相手のあることでございますので、その辺も含めて、

今後、協議のほうは総務課内の中でも重ねた上で、また検討はしてまいりたいと思

います。 

○三鬼委員  長年貢献していただいておってですけど、この方も年齢もまだ大分、

その時代から、最初にお願いしたときから比べれば年代的にも変わってきておるし、

特に時代とか若い方たちの気質というか課題がだんだん変わってきている時代です

ので、そういった工夫も要るのではないかなと思いますので御検討願いたいなと思

うんですけど、その辺はいかがですか。 

○村田委員長  ということでありますので、担当としてはその辺のところを考え

ていただきたいということですね。もちろん答弁、今からさせますよ。ちょっと待

ってください。そういうことだと思うんですけれども。 

○竹平総務課長  おっしゃられる意味は、情報系とかそういったことの専門的な

ことも含めながら検討することも来るのではないかということだと思っております

ので、その辺について、試験内容とかそういったことも含めて、その辺はまた考え

ていかなければならないことだと思っておりますので、また検討のほうをさせてい

ただきたいと思います。 



－２８－ 

○村田委員長  他にございませんか。 

○南委員  ２点、７７ページの派遣職員人件費の千二百八十何万というものの内

訳と、それと、１０７ページの公舎借上料２０３万何がしかというものを、ちょっ

と詳細に説明だけお願いをいたします。２点。 

○竹平総務課長  派遣職員の人件費でございますが、職員２名分、三重地方税管

理回収機構と東紀州環境施設組合の分の負担分の入でございます。ちょっと歳入の

内訳が、今、見当たらないんですが……。 

（「よろしいです」と呼ぶ者あり） 

○竹平総務課長  それと、あと……。 

○南委員  １０７ページの公舎借上料の内訳。 

○竹平総務課長  公舎借上料につきましては、今、人事交流で、東京、水産庁に

派遣しております１名分と、それと、水産庁からのこちら側へ来た職員２名分、あ

と、三重地方税管理回収機構に派遣している職員１名分の３名分でございます。 

（「分かりました」と呼ぶ者あり） 

○村田委員長  よろしいですか。 

 他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○村田委員長  ないようでありますので、総務課の審査を終わりたいと思います。 

 議会事務費、行けますか、事務局。 

 それでは、議会事務局の審査に入ります。 

○高芝議会事務局長  議会事務局です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第５１号、令和３年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てのうち、議会費に係る決算について説明させていただきます。 

 まず、決算書の９２、９３ページのほうを御覧ください。 

 歳出の第１款第１項第１目議会費でございますが、予算現額１億９３４万３,０

００円に対し、支出済額は１億３２７万５,９８０円、不用額は６０６万７,０２０

円でございます。 

 なお、議会費の令和３年度の執行率は９４.４％、また、一般会計における構成

比のほうは０.９％となっております。 

 それでは、順に、節ごとに主なものを説明させていただきます。 

 まず、１節報酬、支出済額４,３０４万６,５５３円は、議員報酬及び会計年度任

用職員報酬でございます。 



－２９－ 

 次に、２節給料１,３０８万６,３００円は、事務局職員３名分の給料でございま

す。 

 ３節職員手当等２,０７５万４,５７５円は、事務局職員の各種手当及び議員期末

手当でございます。 

 ４節共済費２,０２８万４,６５４円は、議員及び事務局職員それぞれの共済組合

負担金等でございます。 

 ８節旅費につきましては、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、全国市

議会議長会関係の出張及び管外行政視察のほうを中止したことに伴い、全額不用額

となっております。 

 次に、９節交際費６万６,２１０円は、議長交際費で、１０節の需用費９１万３

５６円の主なものといたしましては、消耗品費７３万７,７２０円及び法令等の追

録加除、新聞購読料及びコピー用紙代などでございます。 

 次に、１１節役務費でございます。１９万１,５０３円は、郵送料等の通信運搬

費、地元新聞社等への各種広告料及び議場の名札書換手数料でございます。 

 １２節委託料１５３万２,９６０円は、会議録反訳に係る委託料及び議場マイク

等設備点検委託料でございます。 

 次に、１３節使用料及び賃借料２５２万３,３９０円は、こちらの主なものとい

たしましては、２段目の回線使用料１４５万８,０３３円でございまして、こちら

のほう、セルラータイプのタブレットの通信料として９４万３,２３３円及び議会

中継用のインターネット回線使用料、こちらのほうが５１万４,８００円でござい

ます。そのほか、ペーパーレス会議システムの利用料９９万円、官報情報サービス

使用料、こちらのほう、２万６,４００円でございます。 

 最後に、１８節負担金、補助及び交付金、こちらのほう、３６万９,０７９円は、

全国市議会議長会負担金３０万６,０００円、以下、木曜会負担金まで、それぞれ

記載のとおりでございます。 

 以上、令和３年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算のうち、議会費に係る説明とさせ

ていただきます。よろしくお願いいたします。 

○村田委員長  ただいま議会事務局から説明がありました議会費について、御意

見ございますか。 

○中村委員  この備品購入費は、これ、中身、何ですか。 

○高芝議会事務局長  備品購入につきましては、タブレットのほうを１０台、改

選に伴いまして更新させていただいた費用でございます。 



－３０－ 

○村田委員長  よろしいですか。 

 他にございませんね。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○村田委員長  ないようでありますので、議会事務局の審査を終わります。 

 次に、監査委員事務局、お願いいたします。 

○野地監査委員事務局長  監査委員事務局です。よろしくお願いいたします。 

 議案第５１号、令和３年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定についてのうち、

監査委員事務局に係る決算について説明させていただきます。 

 監査委員事務局の職員体制につきましては、識見監査委員、議選監査委員の補助

を行うため、事務局職員２名が従事しております。監査委員の指揮の下、定期監査、

例月出納検査、決算審査に係る照査、検証、指導などの経常的な業務のほか、住民

監査請求など各種請求に対する監査の実務を行っております。 

 それでは、主要施策の成果及び実績報告書の３３ページを御覧ください。通知い

たします。 

 令和３年度の主な事業といたしましては、令和３年４月から令和４年３月にかけ、

各課、各地区センター、コミュニティーセンター、学校、指定管理者、財政援助団

体など４１か所の定期監査を実施しております。例月出納検査としましては、毎月

１回、一般会計、特別会計及び病院、水道会計における支出命令書等の関係諸帳簿

の計数確認と現金保管状況及び基金運用状況等の確認を行っております。また、５

月下旬から８月中旬にかけ、各会計の決算審査並びに財政健全化、経営健全化の審

査を実施し、概要につきましては、決算委員会において代表監査委員より先ほどの

形で報告させていただいております。 

 令和３年度の監査委員事務局に係る職員人件費を除く監査事務費の決算額は２１

３万６,０００円で、全て一般財源となっております。 

 それでは、令和３年度尾鷲市一般会計特別会計歳入歳出決算書の１６２、１６３

ページを御覧ください。通知いたします。 

 最下段にあります、２款総務費、６項監査委員費、詳細については、次ページを

御覧ください。 

 １目監査委員費の予算現額は２,１１５万１,０００円で、支出済額は２,０４４

万８,８２８円、不用額は７０万２,１７２円となっております。主な支出といたし

ましては、１節報酬、支出済額１６５万８,９９９円は、監査委員２名分の委員報

酬であります。 



－３１－ 

 ２節給料から４節共済費までは、事務局職員２名分の人件費であります。 

 ７節報償費、住民監査請求に係る弁護士相談料でありますが、当該年度の支出は

ございませんでした。 

 ８節旅費につきましては、東海近畿北陸３地区共催の都市監査委員事務研修会及

び東海地区都市監査委員総会研修会等への参加のための旅費でありましたが、全て

コロナ禍により書面決議となりましたので支出はございません。 

 １０節需用費、支出済額４１万８,５１８円は、地方監査実務提要など、書籍の

追録加除代及び地方公営企業関係法令集の購入費並びに事務用の消耗品費でありま

す。 

 １８節負担金、補助及び交付金、支出済額１万９,０００円は、次ページでの備

考欄に記載のとおり、三重県や東海地区等の各都市監査委員会会費であります。 

 以上で、監査委員費についての決算の説明を終わります。よろしく御審議賜りま

すようお願い申し上げます。 

○村田委員長  監査委員事務局からの説明は以上のとおりでありますが、御質疑

ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○村田委員長  なしということでありますので、これで監査委員事務局の審査を

終わります。御苦労さんでした。 

 ここで、昼食のため休憩をいたします。午後の再開時間は１時１０分といたしま

す。休憩いたします。 

（休憩 午前１１時５０分） 

 

（再開 午後 １時０９分） 

○村田委員長  再開をいたします。 

 次に、政策調整課、説明よろしくお願いします。 

○三鬼政策調整課長  政策調整課です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第５１号、令和３年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てのうち、政策調整課に関する決算状況について、歳入歳出決算書、主要施策の成

果及び実績報告書及び当課資料を用いて御説明いたします。 

 まず、決算書９８ページ、９９ページを通知させていただきます。 

 決算書９６ページからの２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費につきま

しては、当課に係る分のみを資料にてまとめさせていただきました。 



－３２－ 

 資料は、一般管理費に加えて、２目文書広報費、５目企画費、１０目男女共同参

画費、５項統計調査費の１目統計調査総務費、２目指定統計調査費につきましても

同様にまとめておりますので、こちらの資料を基に説明をさせていただきます。 

 委員会資料１ページを通知させていただきます。 

 資料の見方ですが、上段の括弧書きが全体の額、下段が政策調整課分でございま

す。 

 では、１目一般管理費、予算現額２億２,９１７万円に対し、支出済額は２億１,

４９７万８,４９８円で、不用額は１,４１９万１,５０２円でした。主な支出は、

８節旅費が３５万８,２６０円、９節交際費が１３万４,０９０円で、市長の事務経

費が主なものでございます。 

 １０節需用費の支出は１０８万２１６円で、ふるさと納税関連の消耗品費が主な

ものでございます。 

 １１節役務費の支出は３,４１７万５,９９６円で、ふるさと納税指定代理納付手

数料が主なものでございます。 

 １２節委託料の支出は１億７,７６０万５,１２０円で、ふるさと納税関連業務委

託料でございます。 

 １３節使用料及び賃借料の支出は６４万４,９９７円で、ふるさと納税に関する

サーバー使用料が主なものでございます。 

 １８節負担金、補助及び交付金の支出７１万７,０００円は、三重県市長会関係

の負担金でございます。 

 委員会資料、次のページをお願いいたします。決算書では１０８ページから１１

１ページとなります。 

 ２目文書広報費は、予算現額１,２８８万１,０００円に対し、支出済額は１,２

６３万７２８円、不用額は２５万２７２円でした。主な支出は、１０節需用費が６

４８万３,３２０円で、広報おわせの印刷費が主なものでございます。 

 次に、１１節役務費は４７２万２,３８３円で、広報配布手数料が主なものでご

ざいます。 

 １３節使用料及び賃借料は１３８万６,０２５円で、ホームページに係るクラウ

ドシステム利用料が主なものでございます。 

 １８節負担金、補助及び交付金は、前年同様の３万９,０００円で、広報協議会

等への負担金でございます。 

 次に、５目の企画費でございます。委員会資料では２ページから３ページ、決算
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書では１１４ページから１２３ページでございます。 

 ５目企画費は、予算現額１億５,９６８万９,０００円に対しまして、支出済額は

１億３,６１５万６,４８６円、不用額は２,３５３万２,５１４円となっております。 

 １節報酬は１２９万３,６００円の支出で、総合計画審議会委員の報酬でござい

ます。 

 ７節報償費は１,５７０万５,６００円の支出で、地域おこし協力隊活動報償費が

主なものでございます。 

 次に、８節旅費は１６万１,１４０円でございました。 

 １０節需用費は８９万２,５７４円の支出で、地域おこし協力隊活動用消耗品等

でございます。 

 委員会資料の３ページをお願いいたします。 

 次に、１１節の役務費は４８万２,８０３円の支出で、総合計画策定等に係る通

信運搬費及び尾鷲総合病院前へのバス停移設に係る登記手数料などでございます。 

 次に、１２節委託料は８,０９０万３３８円の支出で、ふれあいバス運行に係る

指定管理料及び運行委託料と第７次尾鷲市総合計画策定支援業務委託料及び多目的

スポーツフィールド整備事業基本計画策定業務委託料が主なものでございます。 

 次に、１３節使用料及び賃借料は１１１万６,６１４円の支出で、主に移住定住

に係るシステムの使用料でございます。 

 次に、１７節備品購入費は４３１万８,６９２円で、コミュニティバス車両購入

費でございました。 

 次に、１８節負担金、補助及び交付金は３,１２６万８,７２５円の支出で、東紀

州地域振興公社負担金、おわせＳＥＡモデル協議会負担金、地域おこし協力隊活動

費補助金が主なものでございます。 

 続いて、１０目の男女共同参画費でございます。委員会資料では４ページ、決算

書では１２６ページから１２９ページになります。 

 １０目男女共同参画費は、予算現額４４万８,０００円に対し、１９万５,６８９

円を支出し、不用額は２５万２,３１１円でした。 

 １節報酬は１１万８,８００円の支出で、男女共同参画審議会委員報酬でござい

ます。 

 １８節負担金、補助及び交付金は４万８,２３７円の支出で、三重県内男女共同

参画連携映画祭東紀州市町負担金でございました。 

 次に、５項の統計調査費に移ります。委員会資料では４ページ、決算書では１６
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２ページから１６３ページになります。 

 １目統計調査総務費の１０節の需用費は８万２,０９５円の支出で、消耗品費、

統計書の印刷製本費でございました。 

 次に、２目指定統計調査費は、予算現額１９１万６,０００円に対し、支出済額

が１７８万１,１５６円で、不用額は１３万４,８４４円でした。 

 １節報酬は１３９万６,３５０円の支出で、指定統計調査に係る指導員及び調査

員の報酬等でございます。 

 ここで、主要施策の成果及び実績報告書に基づき、また、当課資料も交えながら、

各担当から説明をさせていただきます。 

 １番に、西村参事から報告をさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○西村政策調整課参事  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の２１ページ

を御覧ください。通知いたします。 

 ふるさと納税事業でございますが、事業の内容と成果としましては、ポータルサ

イト、ふるさとチョイス、楽天を通じたふるさと納税ＰＲを中心に行うことにより、

令和３年度ふるさと納税寄附件数２万９,６１８件、寄附金額４億３９０万４,００

０円となりました。事業費決算額２億１,３５６万１,０００円、財源内訳は、その

他特定財源１億７,７２０万６,０００円、一般財源３,６３５万５,０００円でござ

います。 

 以上でございます。 

 続きまして、ふるさと納税事業につきましては、資料２、令和３年度ふるさと納

税事業について、５ページから１２ページにて説明させていただきます。 

 委員会資料５ページを御覧ください。 

 令和３年度ふるさと納税事業に係る支出済額表を御覧ください。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、予算現額２億２,６０３万２,０

００円のうち、２億１,３５６万９８３円がふるさと納税事業に係る支出済額とな

ります。 

 次の欄を御覧ください。 

 ７節報償費の支出済額１３万３,８１９円につきましては、令和３年１０月に行

った前年度寄附者対象の感謝企画や、令和３年１２月から３月に行った尾鷲市ふる

さと納税アンバサダーインスタグラムキャンペーンに対するノベルティー代でござ

います。 

 ８節旅費の支出済額４万９,６６０円につきましては、東京の三重テラスにおい
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て東紀州５市町の観光、かんきつ類等の特産品ＰＲと併せて、尾鷲市ふるさと納税

ＰＲを行いました。 

 １０節需用費、支出済額１０５万６４６円につきましては、事務用品の消耗品費

や返礼品等のＰＲ用チラシ、封筒、寄附証明書、お礼状の印刷費でございます。 

 １１節役務費の支出済額３,４１２万５,２５１円で、内訳としましては、寄附し

ていただいた方へ納税証明書の発送等に係る通信運搬費４２１万７,３７５円や、

ふるさと納税ポータルサイト代理納付手数料２,９９０万７,８７６円となります。 

 １２節委託料の支出済額１億７,７６０万５,１２０円につきましては、ふるさと

納税関連業務委託料となります。この委託料の内訳としましては、返礼品代や発送

代等、返礼品に関連する経費が含まれております。また、不用額７４３万４ ,８８

０円につきましては、ふるさと納税寄附金額に対しての返礼品費となりますので、

予算に不足が生じないよう計上した結果となっております。 

 １３節使用料及び賃借料の支出済額５９万６,４８７円の内訳につきましては、

複合機使用料２６万６,４８７円、ふるさと納税システムサーバー使用料３３万円

となります。 

 続きまして、委員会資料６ページを御覧ください。通知いたします。 

 こちらは、令和３年度のふるさと納税事業に係る活動実績の一覧になります。 

 令和３年４月からポータルサイト、ふるさとチョイスでのＰＲとして、お礼の品、

最新情報の掲載を週末の土曜日、日曜日、月１０回をスタートさせました。６月に

は、百五総合研究所ＨＲＩレポートにおいて「ふるさと納税で尾鷲市へ関係人口を

呼び込め」を掲載していただきました。１０月には、尾鷲市ふるさと納税感謝企画

として、前年度寄附者に対して２万６,０００人にメールを送りアンケートを行い、

ニーズ調査や尾鷲市とどのように関わっていきたいかの調査を行いました。１１月

には、経済雑誌ダイヤモンドザイにおいて本市の人気返礼品が紹介されました。ま

た、同月、ふるさとチョイス大感謝祭において、寄附者様から頂いた寄附の使途を

全国の寄附者様に伝えるオンラインイベントに参加し、市長、教育長、尾鷲水産加

工組合組合長と共に、尾鷲を舞台に魚や尾鷲市の魅力の情報発信を行いました。さ

らに、同月、人気ユーチューバーちぬこチャンネルにおいて、尾鷲市の釣りやふる

さと納税の魅力ある水産加工品の動画をアップしていただき、２６万回再生を記録

いたしました。 

 続きまして、ふるさと納税の実績、（１）令和３年度ふるさと納税事業について、

平成２０年度からのふるさと納税寄附金額の推移、ふるさと納税寄附金額内訳、
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（２）令和３年度ふるさと納税寄附金金額別内訳、（３）令和３年度ふるさと納税

寄附者地域別内訳、（４）令和３年度ふるさと納税返礼品申請件数上位１０品、

（５）寄附者アンケート内訳につきましては、委員会資料８ページから１０ページ

を御覧ください。 

 また、委員会資料１１ページから１２ページでは、令和３年度新規返礼品リスト

として新たに１００品の返礼品を作り上げましたので、掲載いたしました。今後も、

より魅力ある尾鷲らしい返礼品や時代のニーズをいち早く把握し、市内事業者と共

に返礼品の提案、企画、開発を行い、寄附の拡大獲得や尾鷲市の認知をさらに図る

とともに、本市に寄附者が応援したいと思い寄附していただけるような取組や、寄

附の使い道についても丁寧に寄附者様に報告してまいります。 

 以上がふるさと納税事業に係る説明となります。 

○濵田政策調整課調整監  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の２３ペー

ジを御覧ください。 

 おわせＳＥＡモデル事業です。 

 事業の内容については、県の南部地域活性化基金を活用し、おわせＳＥＡモデル

協議会において、企業誘致、事業誘致に結びつけるための具体的な事業検討を進め

るに当たり、本市が県に対しての申請者となることから、協議会に対し当該事業に

係る負担金を支出するものであります。 

 事業成果といたしましては、プロジェクトＳ担当である本市が主体となり、グラ

ンピング等宿泊施設、飲食物販等による事業可能性調査の実施や、庁内横断的な中

堅若手職員によるイベント事業推進ワーキンググループの設置、活用により、集客

交流人口増加の核となる事業の調査検討を行ったほか、プロジェクトＡ担当である

尾鷲商工会議所が主体となり、新規陸上養殖産業、植物工場の創出活動事業として、

バナメイエビ、ウミブドウ、すじ青のりの陸上養殖試験などを行っております。 

 具体的な内容を少し説明させていただきたいと思います。 

 まず、グランピング等宿泊施設、飲食物販等による事業可能性調査の結論といた

しましては、尾鷲周辺にグランピング施設が少ないこともあり勝算があることから、

人にも環境にも自然にも優しく、ここでしかない親子３世代が集まるグランピング

施設を造ってください。 

 また、二つ目といたしましては、食事は地産地消のバーベキューは外せないこと

から、尾鷲が漁業の盛んな地域であることを生かし、特産物の海鮮バーベキューや

すし屋台のほか、悪天候において別メニューなどを含め検討が必要である。 
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 三つ目としては、尾鷲の魅力を最大限に生かすため、林業、漁業などのアクティ

ビティーにも力を入れ、今はやりのＳＤＧｓや防災におけるアクティビティーにつ

なぐと非常に分かりやすくなると。 

 また、広報宣伝については、自社でやるのか、また、外注するのかを双方で検討

する必要性があるとした上で、本市でのビジネス的には成り立つとの報告がなされ

ております。 

 なお、本事業の受託者は、関西、九州地区のリゾート施設、レストラン、グラン

ピング施設をはじめとする宿泊施設を経営しておりますので、今回、第２ヤードに

事業進出が決まりました株式会社インフィニティ５２の浜野社長には、今後の事業

運営等で参考になることも多いと考え、先方に連絡を入れた上で御紹介をさせてい

ただいております。 

 また、次の集客交流人口増加の核となる事業調査検討につきましては、集客交流

人口の増加を図るため、各課、中堅若手職員を公募によりイベント事業推進ワーキ

ンググループを設置し、有識者と共に計１６回のワーキンググループ会議において、

基本構想、基本計画、また、課題整理、スケジュール等の作成を行い、本年度の実

施計画策定につなげております。 

 三つ目の新規陸上養殖産業、植物工場の創出活動事業についてです。 

 藻類、エビ類の陸上養殖事業誘致に係る活動を行っており、藻類については、発

電所跡地における井戸海水を利用し、三重大学との共同でウミブドウ及びすじ青の

りの陸上養殖試験を実施しております。 

 昨年４月から開始した跡地でのウミブドウの検証につきましては、使用した井戸

海水の低塩分が原因であり生育不良でありましたので実験を終了しております。し

かし、企業が独自に室内におけるウミブドウの養殖実験を進めた結果、生育状況は

良好であるということを確認されております。 

 一方、すじ青のりにつきましては、昨年１１月から発電所跡地において実験を開

始し、井戸海水が安定的な塩分濃度が保てたことから、おおむね良好な成長が確認

されております。 

 エビ類につきましては、三重県水産研究所、尾鷲水産研究所の協力により、国内

産バナメイエビの稚エビを用いたバイオフロックテクノロジー活用による実験を実

施しており、生育状況は良好であることが確認されております。 

 こうした結果を基に、商工会議所が中心となり関係団体との情報交換を実施し、

今後、企業誘致に向けた活動を、現在、継続しているところであります。 
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 以上で報告を終わらせていただきます。 

○小川政策調整課主幹兼係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の２２

ページを御覧ください。 

 広報等発行事業につきましては、主に、広報おわせ、ホームページ、エリアワン

セグ、ツイッターやＬＩＮＥ等のＳＮＳなどを通じて生活に関する情報を中心に市

政情報などを分かりやすく提供し、市民の皆様と行政の情報共有を進めました。ま

た、令和３年度において、昨年度と同様に新型コロナウイルス感染症に関する様々

な情報について緊急情報として取り扱い、エリアワンセグ等によるタイムリーな情

報発信を行いました。 

 事業費決算額は１,２６３万１,０００円で、財源内訳は、その他特定財源として、

総務費雑入のうち、広告事業収入１５万円、一般財源が１,２４８万１,０００円で

ございます。 

 説明は以上でございます。 

 続きまして、３２ページを御覧ください。 

 統計調査事業についてでございます。こちらにつきましては、関係データを収集

し、令和３年度版尾鷲市統計書を作成し、政策、施策の立案など、各種行政活動の

基礎資料としております。 

 また、指定統計調査として国より委託を受けている学校基本調査や人口推計調査

などを実施しました。 

 事業費決算額は１９１万９,０００円で、財源内訳は、県支出金の統計調査費委

託金として１８３万１,０００円、一般財源８万８,０００円でございます。 

 説明は以上でございます。 

○錦政策調整課係長  それでは、定住移住促進事業について御説明させていただ

きます。 

 主要施策の成果及び実績報告書の２５ページを御覧ください。 

 本事業では、生まれ育った故郷の尾鷲市にＵターンをしようと考えている人や、

コロナなどでテレワーク・ワーケーションなど多様な暮らし方を選ぶ人が増えてい

る状況の中で、新たな人の流れを創出することを目的としております。 

 事業の内容と成果といたしましては、若者の働き方、働く場所創出事業として、

南部地域活性化基金事業を活用した地域と関わりを求める都市住民と地域ニーズの

マッチングや、地域と人材をつなぐコーディネートなどの環境整備を進めました。

その結果として、都市部に住むリモートワーカーや学生などの若者を尾鷲市に誘致
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し関係人口へとつなげるための拠点として土井見世邸の利用環境を整備するととも

に、２次交通手段として確保した電動自転車を導入いたしました。 

 関係人口の創出事業といたしましては、地域との多様な関わり創出事業として、

地方創生推進交付金を活用し関係案内所を設置し、ワーキングスペース等の受付体

制を強化、情報誌の設置、関係人口ポータルサイトを開設するとともに、関係人口

に関するプロジェクトも実施いたしました。 

 次に、首都圏から本市へ移住促進を図ることを目的とした尾鷲市移住支援事業補

助金につきましては、１名の方が利用され、尾鷲市でテレワークを行いながら定住

されております。 

 最後に、高校生が地域の課題解決型学習に取り組むことで地域の資源や魅力、可

能性について深く知り、一度は故郷を離れても地域に戻るという選択肢となること

を目指した尾鷲高校まちいくについても、尾鷲市、紀北町、尾鷲高校、三重大学が

連携し実施してまいりました。毎年、２年１組が対象として２６年度より継続して

おりますが、令和３年度より２年生全クラスが課題に取り組むこととなりました。 

 事業費といたしましては５７４万３,０００円、国庫支出金として地方創生推進

交付金１３０万円、県支出金として三重県南部地域活性化推進補助金１０４万７,

０００円、その他特定財源として、移住体験住宅使用料の１２万円、一般財源が２

８２万６,０００円となっております。 

 以上でございます。 

 続きまして、地域おこし協力隊事業でございます。 

 主要施策及び実績報告の２６ページを御覧ください。 

 事業の概要といたしましては、都市部の住民、外部の人材を地域おこし協力隊と

し地域に導入することにより、地域交流の機会の創出や地域課題の抽出、その解決

策など、地域等と連携を図りながら推進しております。令和３年度には新規就任者

が２名、退任が３名と変動しておりますが、８名の隊員が活躍しておりました。 

 九鬼の地域おこし協力隊は、九鬼の地域の活性化に携わり、看板や目印などを設

置し、登山道の整備、山の魅力と九鬼の歴史を併せて紹介する観光案内所を設置す

るなど、来訪者を呼び込みながら九鬼の自然を守っていく仕組みづくりを進めてま

いりました。 

 三木里の地域おこし協力隊は、紀州地区第１号のキッチンカーを導入し、三木里

をはじめとした誘客ビジネスをはじめ、また、畑で収穫、調理、食事を味わえる収

穫体験フィールドを整備し、イベントを実施してまいりました。 
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 尾鷲の魅力発信の地域おこし協力隊は、ユーチューブやツイッターなどＳＮＳを

使い、釣りや景勝地、地元企業の紹介など、尾鷲の魅力の発信に努めてまいりまし

た。 

 関係人づくりの協力隊は、ふるさと納税者に対し関係性を深めるためのお礼状の

改定、ウェブページの見やすさの向上、情報の整理、寄附者が使用する基本書類の

改定などを行い、また、寄附者が参加できるオンラインの感謝企画を実施し、尾鷲

とつながる方へのメールマガジンの配信も行いました。 

 定住移住のコンシェルジュの地域おこし協力隊につきましては、おわせ暮らしサ

ポートセンターを拠点とし、空き家バンクや仕事バンクなどで移住を促進し、また、

フェイスブックやインスタグラムなどのＳＮＳも活用し尾鷲市の情報発信をしてま

いりました。 

 なお、令和３年度に退任した３名中、２名が尾鷲に定住いたしております。 

 事業費は３,０３５万１,０００円で、内訳は、全部が一般財源となっております。 

 以上でございます。 

○山本政策調整課係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の２４ページ

を御覧ください。通知いたします。 

 交通体系関係事務経費について説明いたします。 

 事業の内容につきましては、市内の地域公共交通について、尾鷲市地域公共交通

活性化協議会で協議するとともに、ふれあいバス４路線、八鬼山線、ハラソ線、尾

鷲地区、須賀利地区のバス運行を行うものであります。 

 事業の成果といたしましては、従前から利用者の皆様や公共交通事業者から利用

環境の改善要望がありましたパーティーハウス前のバス停、尾鷲市病院前につきま

して、停留所を同病院玄関前に移設し道路運行上の安全性を確保するとともに、病

院玄関前のベンチの活用により利用者の利便性の向上を図ることができました。 

 また、自家用有償旅客運送車両としてコミュニティバスを１台追加購入し、故障

時への対応や現在運用している２台の車両の長寿命化を図り、住民の移動の利便性

や確実性を高めることができました。 

 さらに、尾鷲市地域公共交通活性化協議会において第７次尾鷲市総合計画との整

合性を図りながら、令和４年度から５か年の尾鷲市地域公共交通計画を策定してお

ります。 

 次に、ふれあいバス４路線の利用者数について説明させていただきます。ふれあ

いバス４路線での利用者の延べ人数は、八鬼山線が２万３５４人、ハラソ線が９,
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６０２人、尾鷲地区が２万１４３人、須賀利地区が１,４１９人の合計５万１,５１

８人で、前年度と比較いたしまして４,１６７人の増加となりました。主な増加の

要因といたしましては、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け利用者が減少し

た一昨年と比較して、利用者の外出ムードが高まったことにより増加に転じたもの

と考えられます。今後も利用者の皆様の利便性、安全性の向上を図るため、尾鷲市

地域公共交通計画に基づき、地域の皆様、利用者の皆様からの意見を伺いながら、

持続可能で効率的な生活交通体系の構築を進めてまいります。 

 事業費は６,４３２万５,０００円で、財源内訳は、国庫支出金として地域公共交

通確保維持改善事業費補助金１８０万９,０００円、その他特定財源として地域づ

くり事業助成金、こちらはバスの追加購入費用になります、こちらが４３０万円、

一般財源５,８２１万６,０００円でございます。 

 なお、一般財源が昨年度より４８０万３,０００円が増加している主な要因とし

て、尾鷲市地域公共交通計画策定に係る策定支援業務委託費用を負担する尾鷲市地

域公共交通活性化協議会への負担金の増額が主な要因でございます。 

 以上で交通体系関係事務経費の説明を終わらせていただきます。 

 続きまして、２７ページを御覧ください。通知いたします。 

 総合計画策定事業につきましては、令和２年度と昨年度の２か年で、本年度から

１０年間のまちづくりの基本構想及び５年間の前期基本計画の策定を行うものでご

ざいます。 

 事業の内容につきましては、市民公募、各種団体の代表者、有識者から成る尾鷲

市総合計画審議会委員３５名の皆様と共に、市民アンケートなどで皆様からも御意

見をいただきながら、第７次尾鷲市総合計画を策定するものでございます。 

 事業の成果といたしまして、尾鷲市総合計画審議会に設置いたしました五つの部

会におきましてそれぞれ３回ずつ会議を開催し、審議会委員と行政とが一体となり、

本計画案について活発な議論をいただいております。 

 加えて、計８回にわたる尾鷲市総合計画審議会への議論やパブリックコメントで

の意見募集を経て、第７次尾鷲総合計画の基本構想及び基本計画を令和４年２月の

臨時会にて御承認いただいたところでございます。 

 事業費は８６９万５,０００円で、全て一般財源でございます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

○三鬼政策調整課長  最後に、私から、委員会資料３、１３ページ、新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業の結果についてを報告いたします。 
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 本事業は、新型コロナウイルスの感染拡大を防止するとともに、感染拡大の影響

を受けている地域経済や住民生活を支援し、地方創生を図るため交付されたもので

ございます。 

 御覧のように事業番号１から２２番までございますが、まず、事業番号１、商品

券発行事業をはじめとする２２事業の内容につきましては、各課からの決算状況と

して説明をさせていただきますのでよろしくお願いいたします。 

 以上で、政策調整課に係る決算についての説明を終わらせていただきます。よろ

しく御審議を賜り認定いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

○村田委員長  各担当から様々において説明をしていただきました。企画調整課

課長の指導のたまものだと思いますけれども、大変丁寧な説明をいただきました。

これをもって、皆さん、御意見ございますか。 

○仲委員  予算書の１２３ページ、これが補助金かな、定住関係の補助金ですけ

ど、尾鷲市移住支援の補助金６０万円、テレワーク・ワーケーション促進補助金１

５０万円、関連して、その上のほうで空き家バンク利用促進助成３９万円、別途委

託料が関係しているかどうかはちょっとあれなんですけど、中間支援委託料とある

んですけど、今回の主要施策の成果と実績報告の中で、２５ページ、定住移住促進

事業と地域おこし協力隊事業の絡みがあると思うんですけど、まず、２６ページの

地域おこし協力隊事業の中で、定住移住コンシェルジュ４名、これが定住移住に関

わっていると私は理解しておるんです。それで、新しい人の流れを創出したという

ことで、これは後で聞きますけど、前ページの定住移住促進事業の中で、先ほどの

説明の中で、電動自転車の導入とか情報誌、それから、ポータルサイトを開設した

と。まちいくについては、よく新聞等で出ますので、これは置きまして、さらに、

テレワークで１名定住移住というお話を聞いたんですけど、何回読んでも事業成果

が見えてこないのですわ。定住移住の具体的な実績と、今後、定住移住をやってい

って、市内の定住移住に期待が本当にあるのかどうか。それとともに、本来、先ほ

ど言った地域おこし協力隊の定住移住コンシェルジュが４名おるんですけど、定住

移住に関わっている方は何名いるかどうか、そこらもちょっと御説明ください。 

○三鬼政策調整課長  定住移住の施策は、大きく分けて、まず、出発点となった

空き家バンクの活用による尾鷲に定住移住の方が拠点を求めて空き家バンクを利用

して定住されるという切り口が一つございます。その段階において、やはり一番目

にこの定住移住に結びつける前段として、尾鷲に例えば観光で来ていただいて、そ

れから、例えば何かイベントも含めて度重なって来るうちに尾鷲の魅力を知ってい
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ただいて、それから、いわゆる定住移住という階段を一歩一歩上がるような形で定

住に結びつけることが理想じゃないかという、地域おこし協力隊ＯＢを含めて移住

定住のコンシェルジュについては、今、そういうような段階で考えております。で

すので、空き家バンクの充実にはじまり、今は関係人口。関係人口といっても、ふ

るさと納税で御協力いただく方もいらっしゃれば観光でいらっしゃる方、あとはイ

ベントに参加したりして足しげくこちらに通って、協力隊に応募をしたり自分たち

で定住移住の空き家を見つけて住まわれる方もいらっしゃいますので、ここ数年の

取組の中で定住移住の成果はあるものと私たち考えております。 

 その中で、やはり定住移住の空き家バンクの利用状況につきましては、令和３年

度は、基本的に成約件数で３１件、世帯数で３２件、５３人の方が空き家バンクを

利用して移住をされております。そういうように、協力隊のうち、現在４名が定住

移住コンシェルジュとしておわせ暮らしサポートセンターで任務に当たっておりま

して、日々こういう３２件の年間の契約に結びつけるほか、これに近い方、例えば

拠点がもう一つありますけど尾鷲にも週末だけ来ていただける方とか、そういう多

様な関わり方も、今、増えておりますので、そういうところの一つ一つ事業の組立

てのために、今、委員御指摘いただきましたいわゆるテレワーケーション補助金を

使った事業とか地域おこし協力隊、空き家バンク、そういう事業に活用させていた

だく原資として県の南部地域活性化基金とか国の地方創生推進交付金を活用させて

いただいている現状でして、確かに、それをどういうふうに具体的に結びつけるか

は、事業を行う上でやはり課題が出てきます。やはり成果だけではなしに課題も同

時につかんでおりますので、それを現在いる協力隊、協力隊のＯＢであるおわせ暮

らしサポートセンターのメンバーと日々検討している段階でございます。 

○仲委員  大体理解できたような気もするんですけど、地域おこし協力隊の定住

移住コンシェルジュの４名は、これ、満額、国の補助ですものであれなんですけど、

この中で、後でお聞きしたいんですけど、事業成果の中で新しい人の流れを創出し

たって書いてあるんですね。それが具体的に新しい人の流れというのはどういう具

体的なことかということをお聞きします。 

 もう一点は、ちょっと細かいことを言うて悪いんですけど、予算書の１２３ペー

ジのテレワーク・ワーケーション促進補助金の１５０万は、具体的にはどのような

取組の中で、それが成果が出たというのがちょっと分かりにくいので、ざっとした

考え方でよろしいもので御説明をください。 

○三鬼政策調整課長  テレワーク・ワーケーション事業、これは基本的には、確
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かにテレワーク・ワーケーション、このコロナ禍において一つの仕事の関わり方と

して、仕事をいわゆるオフィスだけではなく、どのような形でもできるような形が、

今、浸透してまいりました。そういう移住定住にもつながるような一つの切り口と

して、昨日もＮＴＴ西日本の取組を御紹介したように、本業を持ちながら様々な形

で地域課題とも向き合いながらそういう様々な多様な働き方をする会社も出てきま

したし、今回、テレワーケーション事業で整備したものは、基本的には土井見世邸

を一つの拠点化を目指しながら、ここでテレワーク・ワーケーションをするような、

いわゆる施設環境であるとかノウハウであるとかそういうところに呼び込む、呼び

込んだ後には宿泊も含めて滞在することの重要性も考えながら、そういうことを行

った事業がテレワーケーション事業でございます。そういうことも考えながらこの

事業はつくり込んでございまして、３年間の事業で行っておりまして、令和４年度

が一つの終着点でございます。そういう形で行っています。 

 新しい人の流れの創出は、こういう経験を踏まえながら、やはり先ほど移住定住

につながる階段状ステップアップの考え方に基づき、できたらふるさと納税をきっ

かけとした尾鷲に興味を持っていただく方から、観光や仕事で来ていただいて尾鷲

の魅力を知っていただいて足しげく通っていただく方を含めて、そういう新しい関

係人口づくりのことも含めて、トータルで定住移住の中に組み込んで、今、取り組

んでいるのが現状でございます。 

○仲委員  先ほど、課長が３年間の事業で、この４年度が最終年ということをお

聞きしたわけですけど、そうすると、予算書１２３ページの尾鷲市移住支援補助金

とテレワーク・ワーケーション促進補助金については、来年度以降、継続すること

は少ないと、ないということで理解してよろしいか。 

○三鬼政策調整課長  先ほど、私、令和４年度まで３か年とさせていただいてい

るのは、いわゆる地域との多様な関わり創出事業というこちらを基本的に３か年事

業でやっておりまして、先ほどのテレワーケーション補助金事業は、令和３年度だ

けの事業でございます。そういうふうに、令和４年度で、一旦、定住移住に関する

地方創生推進交付金や南部活性事業基金を活用したものは一つ終わるんですが、来

年度の、今、予算の枠組みを検討しておりまして、南部地域活性化基金といいます

と、南三重地域で連携して事業を行うことによって成果を編み出そうというところ

があって、その中で現在の途中経過ですが、南伊勢町さんとかほかの市町さんと共

同で、いわゆる空き家バンクのさらなる充実でこの地域をより知っていただこうと

いう取組を、今、進めておりますので、そういう観点から、新たな観点から足元を
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見詰め直して、もう一度空き家バンクのことを整備しようという動きがありますの

で、空き家バンクについては、今後活用することを、今、検討しているのが現状で

ございます。 

○中村委員  この地域おこし協力隊の予算は、全てが一般財源なんですか。 

○三鬼政策調整課長  仕組みから申し上げますと、一般財源で財政の枠組みをさ

せていただきまして、特別交付税という形で国からその財源が来るような仕組みで

ございます。 

○中村委員  全額来るということですね。 

 今のテレワーク・ワーケーションの助成金で、これ、具体的に、古民家にＷｉＦ

ｉ、フリーＷｉＦｉみたいなあれを入れるとかという何か具体的なあれって、１５

０万の中であったんですか。 

○三鬼政策調整課長  こちらの補助金の活用先は、土井見世邸をいわゆるテレワ

ーケーションの拠点化することを試みとして行っておりますので、そちらを拠点化

することですので、そのほかの例えばところに拠点化を目指して補助金を出したわ

けではなく、やはり土井見世邸をテレワーケーションの拠点化として、滞在も含め

ていろんな試みができないかということで補助金を出しております。 

○中村委員  すみません。土井見世を、そういうふうに使っていかれるのは非常

にいいと思うんですけれども、耐震診断は、されていますか。 

○三鬼政策調整課長  当然ながら、相当、文化財も含めて、私の認識では耐震は

されていないものと理解しておりますが、そのような中、現在、おわせ暮らしサポ

ートセンターが管理をさせていただいている物件でございますので、そういうとこ

ろにも配慮しながら日々の活動に使っていると理解しております。 

○中村委員  公金でこういう助成をしていただくときに、やっぱり建物の安全性

というのを一番先に、課が違うとか自分のところの管轄じゃないって言わずに、観

光客もそうですし仕事に来られる人もそうですし、避難経路とか耐震化したものに

入っていただくというのが最低の受入れ側の姿勢やと思うんですよ。ですから、自

分のところは課が違うから耐震は違うところやって言わずに、ぜひそれも予算化し

ていただけますようによろしくお願いします。 

○三鬼政策調整課長  課が違うからどうのこうのではなしに、私たち、今回、Ｎ

ＰＯ法人が運営しているところに、国、県も支援していただいてテレワーク・ワー

ケーションの推進をしております。その中で、ＮＰＯ法人が行っている事業に対し

て、今回、補助をさせていただいて、その拠点がいわゆる土井見世邸であるという



－４６－ 

ことは、耐震化も非常に大事なことで、それがどのような形でできるのかは非常に

まだ議論が要ると思いますけど、現時点では、公が行う責任を持って補助する事業

として、この団体に新しい仕組みを構築していただくことを主としておりますので、

そういう形での支援であることを御理解いただけたらと思います。 

○村田委員長  他にございませんか。 

○中里委員  主要施策の２２ページなんですけれども、広告事業収入というのが

だんだん年々増えているんですけど、これの詳細はどんなものなのでしょうか、教

えてください。 

○三鬼政策調整課長  広告は、広報おわせに広告枠がございまして、そちらを中

心に、毎月、広告を掲載いただいている方に、１か月１万円という枠で御協力いた

だいているところがございます。 

 市外の方については１枠１万５,０００円という、市内と市外で単価が違うので

すが、現在は広報おわせを中心に広告欄を活用していただいております。 

 今後は、ホームページにもバナー広告も、今、募集しながら、広告収入、それを

市の財源の一つとして活用できないかと進めているところでございます。 

○中里委員  じゃ、広報おわせのみの広告収入ということでいいんですかね、今。 

○三鬼政策調整課長  令和３年度におきましては、広報おわせのみの公告利用料

でございます。 

○中里委員  じゃ、年々広報に掲載してくださる方が増えているということでよ

ろしかったですか。 

○三鬼政策調整課長  最近は、継続も含めて御利用いただく方が増えてきました。 

○村田委員長  よろしいか。 

 他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○村田委員長  副委員長、よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○村田委員長  ないようでありますので、政策調整課の審査を終わります。 

 ここで１０分間休憩をいたします。 

（休憩 午後 １時５８分） 

 

（再開 午後 ２時０８分） 

○村田委員長  再開いたします。 
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 次に、財政課、説明をお願いいたします。 

○岩本財政課長  それでは、議案第５１号、令和３年度尾鷲市一般会計歳入歳出

決算の認定についてのうち、財政課に係る決算について御説明申し上げます。 

 説明につきましては、当課の決算を抜粋したものを資料に取りまとめております

ので、そちらの資料で説明させていただきたいと思います。 

 委員会資料の２ページを御覧ください。 

 この表の中で数値が２段書きになっている項目につきましては、上段の括弧書き

が決算書の数値で下段の数値が、そのうちの財政課所管分でございます。 

 それと、表の一番右の欄に決算書の対応ページを記載しておりますので、併せて

御参照いただければと思います。 

 それでは、まず、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費のうち、財政課

分につきましては、予算現額１２１万５,０００円に対しまして、支出済額１１７

万１,１６７円、不用額は４万３,８３３円でございます。 

 各節の主な内容といたしまして、１０節需用費の支出済額は３０万５,５０８円

で、用紙の購入や追録等の事務消耗品費が２５万８,２０８円、予算書等の印刷製

本費が４万７,３００円でございます。 

 次に、１１節役務費の支出済額６,１３８円は、全額通信運搬費、郵送料でござ

います。 

 また、１２節委託料７５万９,０００円は、固定資産管理・公会計システム保守

委託料５９万４,０００円と、新地方公会計支援業務委託料１６万５,０００円でご

ざいます。 

 次に、１３節使用料及び賃借料１０万５２１円は、全額複合機使用料でございま

す。 

 続きまして、３目財産管理費は、予算現額１４億３,６０２万円に対しまして、

支出済額は１４億３,５１１万６,９１８円、不用額は９０万３,０８２円でござい

ます。主な内容といたしまして、１０節需用費５１万１,８０２円は、普通財産に

係る光熱水費が４０万８,４５２円、同じく修繕料が９万４,０００円でございます。 

 次に、１１節役務費６３９万７６６円のうち、主なものは、建物総合損害共済や

自動車損害共済等の保険料が５４９万２,０７５円、市有地草刈等手数料が４６万

４,２８９円等でございます。 

 次に、１４節工事請負費５２１万２,９００円は、旧九鬼センター解体工事請負

費４７２万８,９００円及び同解体工事に伴う外構整備工事請負費４８万４,０００
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円でございます。 

 次に、２４節積立金１４億２,３００万１,４５０円のうち、主なものは、財政調

整基金積立金１０億５,４８６万４,０００円、減債基金積立金７,８６９万４,００

０円、それから、下から四つ目にありますふるさと応援基金積立金２億２,９８５

万９,０００円等でございます。 

 次のページ、３ページをお願いします。 

 次に、４目契約検査費は、予算現額１４６万円に対しまして、支出済額は１１６

万３,１７８円、不用額は２９万６,８２２円でございます。主な内容といたしまし

て、１２節委託料１１１万３３４円は、入札参加登録業務委託料１０１万７ ,９３

４円、工事検査業務委託料９万２,４００円でございます。 

 続きまして、３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費のうち、財政課

分につきましては、予算現額２億１,１８５万５,０００円に対しまして、支出済額

は２億１,０４４万３,４１８円、不用額は１４１万１,５８２円で、これは、全額

国民健康保険事業特別会計への繰出金でございます。 

 同じく、８目後期高齢者医療費のうち、財政課分は、予算現額４億３,５８３万

円に対しまして、支出済額は４億３,５８２万９,２６１円、不用額は７３９円で、

全額後期高齢者医療事業特別会計繰出金でございます。 

 次に、４款衛生費、５項上水道費、１目上水道整備費は、予算現額１,８６５万

円に対しまして、支出済額が１,８６４万９,２５４円、不用額が７４６円で、全額

水道事業会計への負担金でございます。 

 同じく、６項病院費、１目病院費は、予算現額、支出済額とも同額で４億５,３

１６万９,０００円、病院事業会計への負担金でございます。 

 次に、１１款公債費、１項公債費、１目元金は、予算現額１０億６,７２０万９,

０００円に対しまして、支出済額１０億６,７２０万８,２３６円、不用額７６４円

で、これは、市債の元金償還金でございます。 

 同じく、２目利子のうち、財政課分は、予算現額３,３６８万８,０００円に対し

まして、支出済額３,３６８万７,７２８円、不用額が２７２円で、市債の利子償還

金でございます。 

 １２款の予備費につきましては、予算現額２００万円に対しまして執行はござい

ません。 

 それでは、続きまして、決算参考資料の２５ページを御覧ください。 

 令和３年度地方消費税交付金、社会保障財源化分の充当状況について御説明申し
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上げます。 

 まず、歳入につきましては、地方消費税交付金、社会保障財源化分として２億３,

２１６万２,０００円、対しまして、歳出は、社会保障４経費その他社会保障施策

に要した経費で２９億３,６０６万円、内訳は下の表のとおりでございます。 

 最下段の合計を御覧いただきますと、経費の合計２９億３,６０６万円から、国、

県支出金等の特定財源を充当した残りの一般財源が１１億２５２万８,０００円で、

ここに社会保障財源化分の２億３,２１６万２,０００円を充当しております。 

 続きまして、２６ページをお願いします。 

 都市計画税の充当状況でございます。 

 歳入は、都市計画税及び新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補塡特別交付

金の合計で１億１,６６０万２,０００円、対しまして、歳出の都市計画事業等に要

した経費は１億９,８３６万５,０００円で、経費の内訳は下の表のとおりでござい

ます。 

 なお、国、県支出金等の特定財源はありませんので、先ほどの１億９,８３６万

５,０００円に対しまして、都市計画税等を１億１,６６０万２,０００円、それと、

欄外に記載しておりますけれども、残り８,１７６万３,０００円につきましては、

都市計画事業基金より繰り入れて充当しております。 

 続きまして、決算関連といたしまして、令和３年度地方財政状況調査、いわゆる

決算統計の概要について御説明させていただきたいと思います。 

 別冊の資料の１ページをお願いします。 

 まず、（１）の収支を御覧ください。 

 その中で、右から３番目の実質収支につきましては３億３,９１２万３,０００円

の黒字となっております。また、この実質収支から前年度の実質収支を差し引いた

単年度収支は４,５１７万７,０００円の黒字、単年度収支から財政調整基金への積

立額と取崩額を差し引いた実質単年度収支が７億８,３２５万６,０００円の黒字と

なっております。 

 続きまして、２ページを御覧ください。 

 （２）主な財政分析指標のうち、経常収支比率につきましては８９.６％で、前

年度と比較すると９.２ポイント改善をいたしております。この要因につきまして

は、分母となる歳入の経常一般財源が主に普通交付税の増額等により４億４ ,９０

４万７,０００円増加、また、分子となる歳出の経常経費充当一般財源が公債費の

減等により１億５,４３４万５,０００円の減額となったことが大きな要因でござい
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ます。 

 続きまして、少し飛びますけれども、６ページを御覧ください。 

 中ほどの表②の性質別歳出の状況でございます。 

 まず、義務的経費のうち、人件費につきましては、前年度比１億７２０万８,０

００円の増額となっておりまして、この主な要因は、退職金の増加や感染症予防対

策、選挙等による時間外勤務手当の増加等でございます。 

 次に、扶助費につきましては、前年度比４億３,１５７万２,０００円の増額で、

これは、住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業２億７,４３０万円及び子育て世

帯等臨時特別支援事業１億８,３２０万円の増加が主な要因でございます。 

 次に、公債費につきましては、前年度比１億３,９２２万８,０００円の減額とな

っております。 

 次に、投資的経費につきましては、前年度比６億２,５８６万１,０００円の減額

で、主な要因につきましては、単独事業費において本庁舎の耐震整備事業や防災行

政無線デジタル化事業が皆減となったことが主な要因でございます。 

 また、その他の経費の中で補助費等につきましては、特別定額給付金給付事業の

皆減等により前年度比１６億８,３９８万９,０００円の減額、積立金につきまして

は、財政調整基金積立金の増加等により２億６７２万３,０００円の増額となって

おります。 

 続きまして、７ページをお願いします。 

 （６）地方債の状況でございます。上段の表①の地方債現在高につきましては、

令和３年度の地方債発行額の合計が５億４,１８０万円で、その右の元金償還金の

合計１０億６,７２０万８,０００円を下回ったことにより、一番右にあります差引

現在高は、前年度比で５億２,５４０万８,０００円減少し、９２億１,５４９万７,

０００円となっております。 

 最後に、８ページをお願いします。 

 （７）基金の状況でございます。主なものといたしまして、財政調整基金は、令

和３年度の積立額が取崩額を上回ったため７億３,８０７万９,０００円増加し、年

度末残高は１６億６,９４６万２,０００円となりました。そのほか、減災基金につ

きましては４,３６９万４,０００円増の１億９,４５３万８,０００円、下のほうに

ありますふるさと応援基金は、３３６万６,０００円減の４億２,８７０万８,００

０円、都市計画事業基金は、８,２３８万円減の３,４２８万９,０００円、合計で

は７億７６０万８,０００円増の２７億８,４８７万５,０００円となっております。 
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 以上で、財政課に係る決算関連の説明とさせていただきます。どうぞよろしくお

願いいたします。 

○村田委員長  ただいまの財政課からの説明について御質疑ありましたら御発言

願いたいと思います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○村田委員長  ないようでありますので、これで財政課を終わります。 

 それでは、次に、防災危機管理課から説明を受けたいと思います。 

○尾上防災危機管理課長  防災危機管理課でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 それでは、議案第５１号、令和３年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てのうち、防災危機管理課に関する決算状況につきまして、決算書を基に、主なも

のについては、主要施策の成果及び実績報告書で御説明いたします。 

 決算書の１２８、１２９ページを御覧ください。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１２目防災費でございます。 

 １節報酬でございますが、国民保護協会の開催に係る報酬２万６,４１０でござ

います。 

 次ページを御覧ください。 

 次に、７節報償費の支出済額３３万円は、東京大学片田教授への防災危機管理ア

ドバイザーに係る報償費でございます。不用額２２万円は、防災に関する講演会を

予定しておりましたが、実施できなかったことによるものでございます。 

 次に、８節旅費につきましては、１節報酬と同様、国民保護協会開催に係る旅費

６６０円、７万１,３４０円の不用額は、講演会が実施できなかったことによるも

のでございます。 

 次に、１０節需用費の支出済額８４８万３,２７４円につきましては、消耗品費

２２７万３,０５７円は、アルファ米、保存水等の公的備蓄品の購入費が主なもの

でございます。 

 燃料費２万３,７６０円は、防災センターガス代でございます。 

 光熱水費３７２万２５７円は、防災センターの電気、水道代と防災行政無線子局

及びエリアワンセグ局の電気代でございます。 

 修繕料２４６万６,２００円は、市内各所避難路簡易修繕、防災無線等修理代が

主なものでございます。不用額１５９万１,７２６円につきましては、公的備蓄品

購入に係る入札差金が主な要因でございます。 
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 ここで、関連する事業内容を主要施策の成果及び実績報告書により担当より説明

いたさせます。 

○久保防災危機管理課主事  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の２９ペ

ージを御覧ください。 

 市内各所避難路簡易修繕について説明いたします。 

 本市では、南海トラフ巨大地震の発生時には、地震後十数分で津波が来襲するこ

とが危惧されており、迅速な高台への避難を行い、被害を最小限に抑えるためには、

安全な避難路の整備、修繕が急務でございます。このことから、避難の際の安全を

高めることを目的に事業を実施いたしました。 

 事業の内容としましては、地区や区の要望に基づき、緊急性の高い箇所から順次、

手すりの設置や高台への避難経路の整備を行いました。 

 令和３年度の事業成果ですが、市内９か所の避難路整備を行い、避難路の補修に

より安全性を確保し、減災に向けて人的被害軽減に努めました。 

 事業費の２２３万７,０００円につきましては、全てその他特定財源でございま

す。 

 以上で説明を終わります。 

○尾上防災危機管理課長  決算書の１３０、１３１ページにお戻りください。 

 １１節役務費の支出済額１７２万９,４０８円につきまして、通信運搬費５９万

６,３６８円は、防災センター電話使用料、衛星電話使用料が主なものでございま

す。 

 手数料では、浄化槽保守点検等手数料３１万５００円、雨量計機器検定手数料６

０万５,０００円、ＤＯＮＥＴ１基幹ケーブル沿岸部保守点検手数料１８万６,３４

０円が主なものでございます。 

 次に、１２節委託料の支出済額１,４６８万８,９６０円につきましては、土砂災

害情報相互通信システムの保守点検業務委託料３３０万円、ページをおめくりいた

だき、エリアワンセグシステム保守料１,１２２万円が主なものでございます。 

 次に、１３節使用料及び賃借料の支出済額２０万１,１３０円につきましては、

備考欄の内訳どおりでございます。 

 次に、１４節工事請負費の支出済額５７万４,２００円につきましては、エリア

ワンセグ受信端末設置工事費として、室内アンテナ２件、屋外アンテナ４３件の設

置に係る費用でございます。 

 次に、１５節原材料費の支出済額３万３,９６３円につきましては、訓練用土砂
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購入に係る費用でございます。 

 次に、１８節負担金、補助及び交付金の支出済額９４３万９,０００円につきま

しては、三重県防災行政無線運営協議会の負担金４９万９,０００円と三重県防災

航空隊運営費の負担金１８２万６,０００円、三重県防災通信ネットワーク再整備

事業負担金３９４万４,６００円などで、この三つの負担金は、三重県２９市町各

消防本部等で負担しております。 

 ページをおめくりください。 

 尾鷲市地域防災力向上補助金１１１万４,２００円につきましては、７万円を上

限に自主防災組織などの団体に対しての防災関連の整備事業に対する補助金でござ

います。 

 地域防災組織育成助成事業補助金２００万円は、宝くじ助成金で、早田地区にお

ける大型炊き出し機の購入に係る補助金でございます。 

 ここで、関連する事業内容を主要施策の成果及び実績報告書により担当より説明

いたします。 

○久保防災危機管理課主事  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の３０ペ

ージを御覧ください。 

 尾鷲市地域防災力向上補助金について説明いたします。 

 近い将来、発生が危惧されている南海トラフ巨大地震や増加傾向にある集中豪雨

などによる被害を最小限に抑えるためには地域における自助、共助の取組が重要で

あることから、地域における防災体制及び防災対策の充実強化を図ることを目的に

事業を実施いたしました。 

 令和３年度の事業成果につきましては、市内の自主防災組織等が実施する減災事

業に対し、２１団体へ補助金を交付いたしました。各地域において不足している資

機材や備蓄品を把握し、充実させることができ、また、補助金の活用方法について

地域で話し合うことにより、住民同士の連携強化及び防災意識の向上が図れたと考

えております。 

 事業費につきましては、１１１万４,２００円で、全てその他特定財源でござい

ます。 

 以上で説明を終わります。 

○尾上防災危機管理課長  決算書の１３６、１３７ページを御覧ください。 

 １４目諸費についてでございます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１４目諸費のうち、防災危機管理課に係る分につ
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いて御説明いたします。 

 ページをおめくりください。 

 １８節負担金、補助及び交付金の支出済額１３６万円のうち、当課に係る分とい

たしまして、ページをまたおめくりいただきまして、備考欄の紀北危険物安全協会

負担金１万円、指定ヘリポート管理負担金１万８,０００円で、九鬼地区の国道３

１１号線沿いの緊急時ヘリポートの管理費でございます。 

 尾鷲地区防犯協会負担金９９万７,０００円、暴力追放推進会議負担金４万円は、

尾鷲市、紀北町で負担し、運営しております。 

 津波予測・伝達システム市町負担金８万８,０００円は、三重県沿岸部にＤＯＮ

ＥＴシステムを展開するための県に対する負担金です。 

 また、尾鷲市防犯委員会補助金１２万円は、尾鷲市防犯委員会へ補助するもので

ございます。 

 次に、消防費について御説明いたします。 

 ２９８、２９９ページを御覧ください。 

 ８款消防費、１項消防費、１目常備消防費でございます。予算現額４億６,１９

２万３,０００円に対し、支出済額４億６,１９２万２,７７５円で、不用額２２５

円でございます。 

 １８節負担金、補助及び交付金、内訳といたしましては、三重県紀北消防組合負

担金４億５,５４８万２,０００円と消防救急デジタル無線共通波設備負担金６４４

万７７５円でございます。 

 次に、２目非常備消防費でございます。予算現額３,０７０万４,０００円に対し、

支出済額２,３６２万１,７１９円で、不用額７０８万２,２８１円でございます。

不用額につきましては、コロナ禍で実施可能な訓練のみとしたことや、消防団の退

職者が見込みを下回ったことが主な要因でございます。 

 １節報酬の支出済額は９０８万２,６８４円で、訓練手当５９２万３,７００円は、

各消防団が定期的に実施する訓練や合同で行う訓練手当でございます。 

 ページをおめくりください。 

 年手当３０７万１,５８４円は、団員１９２名分の年手当でございます。出動手

当８万７,４００円は、大雨警報や火災などの出動手当でございます。不用額４３

４万３,３１６円の要因は、コロナ禍で実施可能な訓練のみ実施したことと、幸い

出動する事案が少なかったことによるものです。 

 次に、４節共済費の支出済額５５４万９,０３１円は、消防団員に対する公務災
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害補償及び退職報償金の掛金でございます。 

 次に、７節報償費の支出済額３０９万４,０００につきましては、消防団員退職

報償金でございます。不用額２１６万２,０００円の要因は、消防団員の退職者が

見込みを下回ったためでございます。 

 次に、１０節需用費の支出済額２５１万３,７０７円でございます。主なものと

しましては、消耗品費４２万３,３８３円で、消防団活動服、半長靴等の購入費で

ございます。 

 燃料費３６万５,０２８円は、消防団車両の燃料費でございます。 

 光熱水費６０万５,０２７円は、１５分団ある消防団詰所の電気水道代でござい

ます。 

 修繕料１１２万２６９円は、主に消防団車両の車検整備代及び消防団車庫の修繕

料でございます。 

 不用額３３万５,２９３円は、消防団車両等の燃料費及び活動費の消耗品費が見

込みを下回ったためでございます。 

 次に、１１節役務費の支出済額１０１万５,２９４円につきましては、消防団詰

所の浄化槽保守点検等手数料、消防団車両の車検手数料、自賠責保険料が主なもの

でございます。 

 次に、１３節使用料及び賃借料の支出済額２６万１,６０３円は、消防団詰所の

ＺＴＶ回線使用料とＮＨＫテレビ受信料でございます。 

 次に、１４節工事請負費の支出済額１１４万４,０００円につきましては、７分

団元詰所解体に係る工事請負費でございます。 

 ページをおめくりください。 

 次に、１８節負担金、補助及び交付金の支出済額７２万９,０００円につきまし

ては、三重県、尾鷲市、紀北町で組織する消防協会紀北支会負担金１５万６,００

０円と消防団員福祉共済掛金５７万３,０００円が主なものでございます。 

 次に、２６節公課費、支出済額２３万２,４００円は、消防団車両の自動車重量

税でございます。 

 次に、３目水防費についてでございます。予算現額１３８万１,０００円に対し、

支出済額１１５万７,５４２円、不用額２２万３,４５８円でございます。この水防

費につきましては、全額三重県からの委託により、市内に点在する１０５門の樋門、

防潮扉等の管理を行うための様々な経費でございます。 

 以上で、防災危機管理課に係る令和３年度決算についての説明を終わります。よ
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ろしく御審議をお願いいたします。 

○村田委員長  防災危機管理課から決算について説明がございました。 

 これについて御質疑ある方、御発言願いたいと思います。 

○中村委員  １３１ページのＤＯＮＥＴのケーブルって、これ、すみません、場

所をどこか教えていただきたいんです。 

 それと、土砂災害のシステム入っているのの、これも場所、すみません、教えて

ください。 

○大和防災危機管理課長補佐兼係長  まず、ＤＯＮＥＴ１基幹ケーブルの場所な

んですけれども、古江から海底ケーブルがずっと沖合まで伸びておると思いますが、

その陸地から１０メートル程度の深さのところまでの点検というふうなことで実施

をいたしております。 

 あと、土砂のシステム、これにつきましては、市内各所に電波網を引いていまし

て、この放送、エリアワンセグの放送も、この土砂システムの通信網を介して放送

しておるようなことです。 

○中村委員  その場所を、例えば旧町内だけなんですか、それとも、全域。九鬼

とか三木浦とか全部の谷というのかところに入っているんですか、これ。ちょっと

それを教えてほしかった。 

○大和防災危機管理課長補佐兼係長  電波網は、市内の住宅地全部カバーするよ

うな形で整備は行われております。 

○中村委員  ごめんなさい、これって、谷じゃなくて急傾斜のところに全部入っ

ている……。住宅に落ちてくる土砂をという考えですか。 

○大和防災危機管理課長補佐兼係長  まず、カメラで周辺地区の被害を確認でき

るように、その集落全体が大分引いた画面で大まかな被害が確認できるようにカメ

ラを据えていまして、その電波が防災センターのほうまで届いていまして、防災セ

ンターで確認できるようになっています、須賀利から梶賀までの状況を。 

 よろしいでしょうか。 

○村田委員長  お分かりいただけましたか。 

 他にございませんか。 

○西川委員  すみません、これ、予算に全然関係ないと思うんですけど、結構、

防災に関して……。 

○村田委員長  ちょっと西川委員、待ってください。 

 予算で、もうありませんね。いいですか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○村田委員長  どうぞ。 

○西川委員  気になるもので言わせてもらうのですけど、以前、ハザードマップ

で津波の映像をＣＧで見れましたよね。ああいうのは、もう予算がないから消すの

ですか。最近見られないんですけど。 

○大和防災危機管理課長補佐兼係長  動く津波ハザードマップというのは、群馬

大学の関係で委託をして制作していただいたものですけれども、元サーバーのほう

の期限が過ぎまして、それのほうが配信できなくなっております。三重県が行った

海から津波が押し寄せてくるようなシミュレーション、これにつきましては御覧い

ただくことができるかと思います。 

○西川委員  もうちょっとかけたほうがいいんじゃないんですか、見た目で分か

るから。今まで見えておったやつが見えなくなってしまうというのは、住民、市民

の危機感をもっと持たすのであれば、あの映像は、予算をつけてでも残すべきじゃ

なかったんですか。 

○尾上防災危機管理課長  西川委員さんの御指摘もありまして、今後、防災・減

災の意識の向上のためにも、また、津波の恐ろしさとかも再度知っていただくため

にも、今、御指摘のあった部分については、また予算計上する段階で検討してまい

ります。 

○村田委員長  よろしい。 

 他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○村田委員長  ないようでありますので、今から課長から報告がありますね。 

○尾上防災危機管理課長  すみません、お疲れところ、申し訳ありません。 

 実は、現在、台風１４号が九州沖のほうへ迫っていまして、議員の皆様及び市民

の方々につきましては、情報等、欲しておられると思うんですけれども、実は先ほ

ど津気象台のほうから現状においての台風１４号の進路とか今後の状況につきまし

て情報を得ましたので、この場で御説明いたします。 

 まず、今回の台風の１４号では、大雨の警報等の発令が、あるとすれば１７日か

ら２０日にかけてということで気象台から連絡がありました。 

 また、１９日、２０日につきましては、台風の状況によるんですけれども、暴風

警報の発令もあるかも分からないということでございます。 

 このことを踏まえまして、今回、台風接近が３連休の間で迫ってくるということ
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で、市としましては、市長から早く職員に対して何かあったときの体制を取ってお

くようにということで連絡を取りまして、現状、もう市としては３連休中に災害等

があれば対応できるようにはしておりますので、このことも併せて御報告いたしま

す。 

 以上です。 

○村田委員長  ぜひよろしくお願いいたします。 

 これで防災危機管理課の審査を終わります。御苦労さまでした。 

 本日の審査は、これで全部終了しましたので、ここで閉会いたします。 

（午後 ２時４３分 閉会） 

 


